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王
勃
の
文
集
は
編
纂
後
、
非
常
に
早
く
日
本
に
傳
わ
っ
た①
。
そ
の
渡
來
は
、
偶
然

で
あ
る
よ
り
も
當
時
の
中
國
に
お
け
る
流
行
を
反
映
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
た
だ
殘
念
な
こ
と
に
現
存
す
る
の
は
、正
倉
院
に
所
藏
さ
れ
る
「
王
勃
詩
序
」

の
他
、『
王
勃
集
』
卷
二
十
八
卷
二
十
九
卷
三
十
の
み
で
あ
る②
。「
詩
序
」
に
つ
い
て

は
約
半
數
の
作
品
が
中
國
に
も
傳
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
、『
懷
風

藻
』
の
宴
席
詩
序
な
ど
に
、そ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る③
。
し
か
し
卷
二
十
八
、

卷
二
十
九
、
そ
し
て
王
勃
の
友
人
親
戚
の
作
品
で
あ
る
卷
三
十
の
作
品
は
、
中
國
で

は
全
て
失
わ
れ
、『
全
唐
文
』
は
も
ち
ろ
ん
、『
王
勃
集
』
が
あ
る
程
度
殘
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
宋
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
文
苑
英
華
』
に
さ
え
採
錄
さ
れ
て
い
な
い
。

今
回
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
王
勃
が
作
っ
た
墓
誌
は
、
卷
二
十
八
に
載
る④
。
本
卷

卷
頭
の
目
錄
に
四
篇
の
作
品
名
が
あ
る
。
ま
た
「
墓
誌
下
」
と
あ
る
の
で
、卷
二
十
七

は
墓
誌
上
（
あ
る
い
は
墓
誌
中
）
と
し
て
墓
誌
が
採
錄
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
王
勃
は
多
く
の
墓
誌
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
豫
想
さ
れ
る
。
初
唐
四
傑

と
し
て
喧
傳
さ
れ
た
王
勃
で
あ
る
が
、
彼
が
作
っ
た
墓
誌
で
現
存
す
る
の
は
、
卷

二
十
八
の
三
篇
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
現
在
の
と
こ
ろ
一
篇
た
り
と
も
發
見
さ
れ
て

い
な
い
。
現
存
す
る
墓
誌
の
名
を
あ
げ
る
と
「
唐
故
度
支
員
外
郞
逹
奚
公
墓
誌
」「
歸

仁
縣
主
墓
誌
」「
唐
故
河
東
處
士
衞
某
夫
人
賀
拔
氏
墓
誌
」
で
あ
り
、題
名
だ
け
記
錄

さ
れ
、
作
品
が
切
り
取
ら
れ
て
失
わ
れ
て
い
る
の
が
「
陸 

錄
事 

墓
誌
」
で
あ
る⑤
。
卷

二
十
八
に
は
男
性
の
爲
に
作
ら
れ
た
墓
誌
二
篇
、
女
性
の
爲
に
作
ら
れ
た
墓
誌
二
篇

が
採
錄
さ
れ
て
い
た
。
四
名
と
も
、
中
國
の
他
の
史
書
な
ど
に
は
全
く
記
錄
さ
れ
て

お
ら
ず
、王
勃
の
作
っ
た
墓
誌
に
よ
っ
て
の
み
存
在
が
知
ら
れ
る
。
王
勃
の
作
品
も
、

對
象
と
な
っ
た
死
者
も
全
く
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
中
國
に
お
い
て
は
、
歐
陽
脩
『
集
古
錄
跋
尾
』
以
來
、
石
刻
に
對
す
る

關
心
が
高
ま
り
、
寺
院
道
觀
の
碑
文
や
出
土
墓
誌
の
記
錄
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
發

見
が
相
次
ぐ
墓
誌
の
う
ち
、
周
紹
良
『
唐
代
墓
誌
彙
編
』（
一
九
九
二
年
）。『
唐
代
墓

誌
彙
編
續
集
』（
二
〇
一
一
年　

と
も
に
上
海
古
籍
出
版
社
）
は
、
出
土
、
ま
た
拓
本
と

し
て
傳
わ
っ
た
唐
代
の
墓
誌
文
を
網
羅
し
て
い
る
。
唐
代
の
墓
誌
文
を
知
る
上
で
極

め
て
有
用
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
書
が
收
集
し
た
墓
誌
の

な
か
に
、
王
勃
が
亡
く
な
っ
た
女
性
の
爲
に
作
っ
た
墓
誌
（
以
降
女
性
墓
誌
と
略
稱
す

る
）
を
模
倣
、
或
い
は
そ
の
表
現
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
句
を
も
つ
墓
誌
が

あ
っ
た
。
王
勃
の
二
篇
の
女
性
墓
誌
と
そ
の
よ
う
な
出
土
墓
誌
を
手
が
か
り
に
、
王

勃
の
文
學
の
特
色
と
、
初
唐
文
學
に
お
け
る
王
勃
の
役
割
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
を

述
べ
て
み
た
い
。

一

卷
二
十
八
に
載
る
二
篇
の
女
性
墓
誌
に
つ
い
て
、
私
は
以
前
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

る⑥
。
こ
こ
で
は
ま
ず
「
賀
拔
氏
墓
誌
」
か
ら
紹
介
す
る
。
賀
拔
氏
は
處
士
の
衞
某
と

い
う
人
物
の
妻
と
な
り
、
夫
の
死
後
、
子
供
を
養
育
し
た
。
こ
の
墓
誌
は
、
縣
令
と

な
っ
た
そ
の
子
供
の
依
賴
で
作
ら
れ
た
。

『
王
勃
集
』
佚
文
中
の
女
性
の
墓
誌
と
出
土
墓
誌
―
王
勃
作
品
流
行
の
痕
跡

道　

坂　

昭　

廣
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唐
故
河
東
處
士
衞
某
夫
人
賀
拔
氏
墓
誌

序⑦

夫
人
諱
某
、
字
某
、
某
郡
縣 

人 

也
。

自
裘
裳
北
徙
、
憑
代
野
之
宏
基
、
旌
旆
南
飛
、
慕
軒
臺
之 

遙 

構
。

鐘
鼎
共
風
霜
相
映
、
忠
孝
與
公
侯
疊
起
。

祖
某
。
使
持
節
涇
州
諸
軍
事
、
涇
州
剌
史
。

山
川
降
祉
、
還
膺
列
嶽
之
榮
、
珪
璧
成
姿
、
卒
受
連
城
之
寄
。

父
某
。
隨
岐
州
扶
風
縣
令
。
子
游
弦
歌
之
術
、
竟
屈
牛
刀
、
士
元
卿
相
之
才
、

終
維
驥
足
。

（
夫
人
諱
は
某
、
字
は
某
、
某
郡
縣
の
人
な
り
。
裘
裳
北
に
徙
り
て
自
り
、
代
野
の
宏
基

に
憑
り
、
旌
旆
南
に
飛
び
て
自
り
、
軒
臺
の
遙
構
を
慕
う
。
鐘
鼎
は
風
霜
と
共
に
相
い

映
え
、
忠
孝
と
公
侯
と
疊
起
す
。
祖
某
は
、
使
持
節
涇
州
諸
軍
事
、
涇
州
剌
史
た
り
。
山

川
祉
を
降
し
、
還
た
列
嶽
の
榮
に
膺
じ
、
珪
璧
姿
を
成
し
、
卒
に
連
城
の
寄
を
受
く
。
父

某
は
、
隨
の
岐
州
扶
風
縣
令
た
り
。
子
游
の
弦
歌
の
術
も
、
竟
に
牛
刀
に
屈
し
、
士
元

卿
相
の
才
も
、
終
に
驥
足
を
維
ぐ
）。

こ
の
部
分
は
賀
拔
氏
の
家
系
を
言
う
。（
假
に
こ
こ
ま
で
を
第
一
段
落
と
す
る
。）

夫
人
操
業
貞
淑
、
容
範
祥
和
。
敬
實
禮
輿
、
孝
爲
心
極
。

先
人
有
訓
、
將
辭
班
掾
之
家
、
君
子
好
仇
、
自
入
王
凝
之
室
。

春
秋
若
干
、
歸
于
某
官
衞
某
。
實
河
東
之
令
望
也
。

門
庭
既
穆
、
帷
薄
相
和
。
傍
稽
內
則
之
篇
、
下
酌
家
人
之
繇
。

乘
龍
獨
翥
、
上
出
雲
霄
、
鳴
鳳
高
飛
、
俯
淸
琴
瑟
。

（
夫
人 

操
業
貞
淑
、
容
範
祥
和
た
り
。
敬
は
禮
輿
に
實
ち
、
孝
は
心
極
爲
り
。
先
人
訓
有

り
、
將
に
班
掾
の
家
を
辭
し
、
君
子　

好
仇
、
自
ら
王
凝
の
室
に
入
る
。
春
秋　

若
干
、

某
官
衞
某
に
歸
ぐ
。
實
に
河
東
の
令
望
な
り
。
門
庭
は
既
に
穆
と
し
て
、
帷
薄
相
い
和

す
。
傍
に
內
則
の
篇
を
稽
え
、
下　

家
人
の
繇
を
酌
む⑧
。
乘
龍⑨　

獨
り
翥
り
て
、
上　

雲
霄
に
出
で
、
鳴
鳳
高
く
飛
び
、
俯
し
て
琴
瑟
淸
し
）。

結
婚
前
の
賀
拔
氏
を
紹
介
す
る
。
班
掾
は
班
彪
、
王
凝
は
王
凝
之
。
彼
女
を
班
昭

（
曹
大
家
）
や
王
凝
之
に
嫁
い
だ
謝
道
蘊
に
た
と
え
、
敎
養
あ
る
賀
拔
氏
が
、
學
問
の

家
か
ら
、
名
門
の
家
に
嫁
い
だ
こ
と
、
よ
い
配
偶
者
を
得
て
、
夫
婦
睦
ま
じ
か
っ
た

こ
と
を
言
う
。（
第
二
段
落
）

既
而
陶
門
鶴
寡
、
大
野
鸞
孀
、
顧
蒿
里
而
難
□
、
攀 

柏
舟 

而
易
遠
。

携
撫
孤
幼
、
綏
緝
宗
隣
。
州
閭
欽
歲
暮
之
風
、
親
黨
被
日
新
之
化
。

故
能
使
珠
胎
遂
映
、
□
（
一
字
缺
か
）
樹
長
滋
。

累
千
鍾
、
堂
崇
九
仞
。

潘
河
陽
之
代
業
、
班
白
承
歡
、
衞
洗
馬
之
門
華
、
淸
羸
不

。

蘭

動
詠
、
□
□
厚
禮
之
思
、
蓼
徑
含
酸
、
遽
軫
窮
𡑞 
之
酷
。

以
某
年
月
日
。
遘
疾
終
于
密
縣
之
官
舍
。
春
秋
若
干
。
嗚
呼
哀
哉
。

（
既
に
し
て
陶
門
に
鶴
は
寡
に
し
て
、
大
野　

鸞
は
孀
た
り
。
蒿
里
を
顧
み
る
も
（
追
）

い
難
く
、
柏
舟
に
攀
る
も
遠
く
な
り
易
し⑩
。
孤
幼
を
携
撫
し
、
宗
隣
を
綏
緝
す
。
州
閭

は
歲
暮
の
風
を
欽
び
、
親
黨
は
日
新
の
化
を
被
る⑪
。
故
に
能
く
珠
胎
を
し
て
遂
に
映
ぜ

し
め
、
□
樹
を
し
て
長
滋
せ
し
む
。

は
千
鍾
を
累
ね
、
堂
は
九
仞
に
崇
し
。
潘
河
陽

の
代
業
、
班
白
ま
で
歡
を
承
け
、
衞
洗
馬
の
門
華
、
淸
羸
な
る
も

ま
ず⑫
。
蘭
　

詠

を
動
か
し
、
厚
禮
の
思
を
□
□
し
、
蓼
徑　

酸
を
含
み
、
遽
か
に
窮
𡑞 
の
酷
を
軫
う
。
某

年
月
日
を
以
て
、疾
に
遘
う
て
密
縣
の
官
舍
に
終
ゆ
。
春
秋
若
干
。
嗚
呼
哀
し
き
か
な
）。

賀
拔
氏
は
寡
婦
と
な
っ
た
が
、
子
供
を
守
り
、
家
庭
を
し
っ
か
り
と
維
持
し
た
こ

と
を
褒
め
稱
え
る
と
と
も
に
、
子
供
が
彼
女
の
期
待
に
應
え
、
出
世
を
期
待
で
き
る

人
材
と
な
っ
た
が
、
彼
女
は
世
を
去
っ
た
こ
と
を
言
う
。（
第
三
段
落
）

重
惟 

靈
和
受
氣
、
廉
順
呈
姿
。
神
周
得
喪
、
行
滿
夷
險
。
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自

缺
長
□
（
一
字
缺
か
）、
黔
婁
不
歸
。

將
開
淨
土
之
因
、
兼
奉
祇
園
之
律
、
情
超
俗
域
、
思
入
禪
津
。

以
爲
合
葬
非
古
、
事
乖
衣
薪
之
策
。
弘
道
在
人
、
思
矯
封
防
之
□
。

平
居
之
時
、
受
疏
別
壙
、

化
之
際
、
驟
形
辭
旨
、
遺
命
以
三
衣
從

。

（
重
ね
て
惟
う
に
靈
和
な
る
は
氣
を
受
け
、廉
順
な
る
は
姿
を
呈
す
。
神
は
得
喪
に
周
く
、

行
い
は
夷
險
に
滿
つ
。
自
ら

缺
は
長
く
□
、
黔
婁
は
歸
ら
ず⑬
。
將
に
淨
土
の
因
を
開

き
、
兼
ね
て
祇
園
の
律
を
奉
ぜ
ん
と
し
、
情
は
俗
域
を
超
え
、
思
い
は
禪
津
に
入
る
。
以

爲
ら
く
合
葬
は
古
に
非
ら
ず
、
事
は
衣
薪
の
策
に
乖
く
。
弘
道
は
人
に
在
り
、
思
は
封

防
の
□
を
矯
す
。
平
居
の
時
、
疏
を
別
壙
に
受
け
、
化
の
際
、
形
を
辭
旨
に
驟
め
、
遺

命
す
る
に
三
衣
を
以
て

に
從
わ
し
む
）。

彼
女
の
生
涯
を
總
括
し
、
そ
の
遺
言
を
紹
介
す
る
。（
第
四
段
落
）

有
子
曰
玄
、
官
至
梓
州
郪
縣
令
。

聿
遵
先
託
、
無
累
後
人
。
踐
霜
露
而
長
懷
、
仰
穹
蒼
而
絕
訴
。

以
爲
逝
川
難
及
、
懷
橘
之
思
徒
勤
。
幽

方
深
、
負
米
之
期
不
再
。

將
欲
蓬
蒿
卒
歲
、

終
身
。
漿
溢
出
於
三
年
、
苫
塊
幾
乎
十
載
。

錫
類
之
感
、
有
識
稱
焉
。
以
年
月
日
、
葬
于
女
監
池
之
北
原
。
嗚
呼
、

其
生
也
榮
、
成
訓
終
於
祿
養
、
其
亡
也
哀
、
貽
謀
切
於
先
覺
。

豈
可
使
陵
谷
有
變
、
空
傳
峴
嶺
之
碑
、
天
地
相
終
、
不
勒
泉
亭
之
碣
。

敢
憑
誠
委
、
敬
爲
銘
曰
。

（
子
の
玄
と
曰
う
有
り
、
官
は
梓
州
郪
縣
令
に
至
る
。
聿
（
こ
こ
）
に
先
託
の
、
後
人
を

累
わ
す
る
無
き
に
遵
う
。
霜
露
を
踐
み
て
長
く
懷
い
、
穹
蒼
を
仰
ぎ
て
絕
訴
す
。
以
爲

ら
く
逝
川　

及
び
難
く
、
懷
橘
の
思
い
を
徒
に
勤
め
ん
と
。
幽
　

方
に
深
く
、
負
米

の
期　

再
び
な
ら
ず
、
將
に
蓬
蒿
に
て
歲
を
卒
え
ん
と
し
、

し
て
身
を
終
え
ん
と

す
。
漿
溢
（
？
）
は
三
年
に
出
で
、
苫
塊
は
十
載
に
幾
し
。
錫
類
の
感
、
有
識　

焉
を

稱
す
。
年
月
日
を
以
て
、
女
監
池
の
北
原
に
葬
る
。
嗚
呼
、
其
の
生
や
榮
、
成
訓
は
祿

養
に
終
え
、
其
亡
や
哀
し
、
貽
謀
は
先
覺
に
切
な
り
。
豈
に
陵
谷
を
し
て
變
有
ら
し
む

れ
ば
、
空
し
く
峴
嶺
の
碑
を
傳
え
、
天
地
を
し
て
相
い
終
え
し
む
れ
ば
、
泉
亭
の
碣
を

勒
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。
敢
え
て
誠
委
に
憑
り
て
、
敬
ん
で
銘
を
爲
り
て
曰
く
）。

彼
女
の
子
供
、
衞
玄
の
悲
哀
を
述
べ
る
。（
第
五
段
落
）

以
下
の
銘
文
は
、
本
論
に
關
連
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
の
で
、
訓
讀
は
省
略
す
る
。

公
侯
盛
業
、
忠
孝
靈
因
。
實
聞
英
媛
、
作
儷
高
人
。
蒿
簪
去
飾
、
蓬
戶
全
眞
。

其
一
。

鳴
鳳
馳
響
、
乘
龍
載
德
。
道
照
嬪
規
、
功
流
母
則
。
率
忠
以
孝
、
自
家
刑
國
。

其
二
。

柔
姿
外
敍
、
貞
心
內
映
。
肅
睦
禪
襟
、
優
遊
道
性
。
陶
寡
標
節
、
桓
嫠
作
鏡
。

其
三
。

王
覇
之
妻
、
梁
鴻
之
婦
。
義
存
生
外
、
聲
□
□
後
。
石
古
泉
深
、
長
天
地
久
。

其
四
。

本
墓
誌
は
、
ま
ず
家
系
を
紹
介
し
、
次
に
夫
人
の
素
養
と
そ
れ
に
相
應
し
い
結
婚

が
述
べ
ら
れ
る
。
續
い
て
、
夫
人
の
家
庭
內
の
、
現
代
の
言
葉
で
い
う
主
婦
と
し
て
、

夫
を
助
け
仲
睦
ま
じ
か
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
後
寡
婦
と
な
っ
た
賀
拔
氏

が
、
家
政
を
維
持
し
、
遺
兒
を
立
派
に
育
て
た
こ
と
を
ほ
め
、
彼
女
の
遺
言
と
、
縣

令
と
な
っ
た
子
供
の
悲
し
み
を
述
べ
て
終
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
寡
婦
の
賀
拔
氏
の
生

涯
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
の
死
を
悼
み
王
勃
に
墓
誌
文
を
依
賴
し
た
の
は
郪
縣

の
縣
令
で
あ
っ
た
衞
玄
で
あ
る
。
こ
の
母
子
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
わ
か
ら
な
い

が
、
王
勃
の
「
賀
拔
氏
墓
誌
」
は
同
時
代
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
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『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
に
「
大
周
故
府
君
柏
善
德
夫
人

氏
墓
誌
銘

序
」（
大
足

〇
〇
六
）（『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
は
年
號
＋
番
號
の
方
法
で
墓
誌
を
採
錄
す
る
。
以
下
本
稿
で

『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
採
錄
の
墓
誌
を
言
う
場
合
、〈
大
足
〇
〇
六
墓
誌
〉
の
よ
う
に
表
記
す
る
。）

と
い
う
女
性
の
墓
誌
が
採
錄
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
全
文
を
擧
げ
る
。「
賀
拔
氏
墓

誌
」
と
同
じ
表
現
で
あ
る
部
分
は
太
字
で
示
す
。
ま
た
文
字
が
異
な
る
部
分
は
（
王

勃
作
某
）
で
示
す
。
拓
本
寫
眞
は
『
唐
代
墓
誌
彙
編
附
考
』
一
四

－

一
三
〇
二⑭
に
あ
る
。

夫
人
諱　

其
先
楚
國
人
也
。
夫
人
操
業
貞
淑
、
容
範
詳
和
、
敬
實
禮
輿
、
孝
爲

心
極
。
先
人
有
訓
、
將
辭
班
掾
之
家
、
君
子
好
仇
、
自
入
王
凝
之
室
。
春
秋

十
八
、
歸
于
栢
氏
。
閨
（
王
勃
作
門
）
庭
既
穆
、
帷
薄
相
和
、
傍
稽
內
則
之
篇
、

下
酌
家
人
之
繇
。
既
而
陶
門
鶴
寡
、
大
野
鸞
孀
、
顧
蒿
里
而
難
追
、
攀
栢
舟
而

易
遠
。
故
能
珠
胎
遂
映
、
玉
（
王
勃
作
□
）
樹
長
滋
、
秩
累
千
鍾
、
堂
崇
九
仞
。

蘭

動
詠
、
方
深
厚
褥
之
恩
、
蓼
徑
含
酸
、
遽
軫
窮

之
酷
。
以
久
視
元
年
臘

月
廿
三
日
遘
疾
、
終
于
來
庭
縣
綏
福
里
、
春
秋
七
十
有
三
。
嗚
呼
哀
哉
。
重
惟

靈
和
受
氣
、
廉
順
凝
姿
、
將
開
淨
土
之
因
、
兼
奉
祇
園
之
律
。
情
超
俗
境
、
思

入
禪
津
、
以
爲
合
葬
非
古
、
事
乖
衣
薪
之
業
、
弘
道
在
人
、
思
矯
封
防
之
典
。

平
居
之
時
、
願
（
王
勃
作
受
）
疏
別
壙
、

化
之
際
、
固
留
遺
命
（
王
勃
作
驟
形

辭
旨
）。
子
孝
感
、
金
部
主
事
。
聿
遵
先
託
、
無
累
後
人
、
踐
霜
露
而
長
懷
、
仰

穹
蒼
而
絕
訴
。
以
爲
逝
川
難
及
、
懷
橘
之
思
徒
勤
、
幽

方
深
、
負
米
之
期
不

再
。
將
欲
蓬
蒿
卒
歲
、

終
身
、
漿
溢
出
於
三
年
、
苫
塊
幾
乎
千
（
王
勃
作

十
）
載
。
錫
類
之
感
、
有
識
稱
焉
。
大
足
元
年
五
月
十
二
日
、
葬
於
北
邙
之
原
。

鳴
呼
、
其
生
也
榮
、
成
訓
終
於
祿
養
、
其
亡
也
哀
、
貽
謀
切
於
先
覺
。
豈
可
使

陵
谷
有
變
、
空
傳
硯
（
王
勃
作
峴
）
嶺
之
碑
、
天
地
相
終
、
不
勒
泉
亭
之
碣
。
敢

憑
誠
委
、
敬
爲
銘
曰
。

星
辰
聚
德
（
王
勃
作
公
侯
盛
業
）、
忠
孝
相
因
。
實
開
英
媛
、
作
儷
高
人
、
蒿
簪

去
飾
、
蓬
戶
全
眞
。
其
一
。
鳴
鳳
馳
響
、
乘
龍
載
德
。
道
照
嬪
規
、
功
流
母
則
。

率
忠
以
孝
、
自
家
形
國
。
其
二
。
柔
姿
外
敍
、
貞
心
內
映
。
肅
穆
禪
林
、
優
遊

道
性
。
陶
寡
標
節
、
桓
釐
作
鏡
。
其
三
。
王
覇
之
妻
、
梁
鴻
之
婦
。
義
存
生
外
、

聲
彰
沒
後
。
石
□
泉
深
、
天
長
地
久
。
其
四
。

上
に
見
る
よ
う
に
、
一
部
文
字
の
異
な
る
句
が
あ
る
が
、
嫁
い
だ
年
令
や
嫁
ぎ
先
、

亡
く
な
っ
た
年
、
葬
ら
れ
た
場
所
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
個
人
情
報
以
外
は
、「
賀
拔
氏
墓

誌
」
の
表
現
を
模
倣
し
、
こ
の
墓
誌
獨
自
の
表
現
は
「
固
留
遺
命
」
と
銘
文
の
第
一

句
の
み
で
あ
る
。
た
だ
〈
大
足
〇
〇
六
墓
誌
〉
は
「
賀
拔
氏
墓
誌
」
の
表
現
の
幾
つ

か
を
削
り
、
𥳑
略
化
し
て
い
る
。
削
ら
れ
た
部
分
を
最
初
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、
王
勃

の
墓
誌
で
先
頭
に
置
か
れ
て
い
る
、
賀
拔
氏
の
家
の
歷
史
を
述
べ
た
第
一
段
落
が
、

當
然
の
こ
と
な
が
ら
削
ら
れ
る
。〈
大
足
〇
〇
六
墓
誌
〉
は
家
系
に
つ
い
て
は
、「
其

先
楚
國
人
也
」
と
だ
け
言
う
。

第
二
段
落
最
後
、
よ
い
配
偶
者
を
得
た
こ
と
を
い
う
「
乘
龍
獨
翥
、
上
出
雲
霄
、

鳴
鳳
高
飛
、
俯
淸
琴
瑟
」
と
い
う
隔
對
。

寡
婦
に
な
っ
て
か
ら
の
苦
勞
と
彼
女
の
美
德
に
よ
る
感
化
を
賞
贊
す
る
第
三
段
落

の
「
携
撫
孤
幼
、
綏
緝
宗
隣
。
州
閭
欽
歲
暮
之
風
、
親
黨
被
日
新
之
化
」
の
隔
對
。

同
じ
く
第
三
段
落
の
、
本
來
で
あ
れ
ば
長
生
き
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
と
、
彼
女
の

死
の
悲
し
み
を
い
う
「
潘
河
陽
之
代
業
、班
白
承
歡
、衞
洗
馬
之
門
華
、淸
羸
不

」。

重
ね
て
彼
女
の
生
涯
を
總
括
す
る
第
四
段
落
「
神
周
得
喪
、
行
滿
夷
險
。
自

缺

長
□
、
黔
婁
不
歸
」
で
あ
る
。

「
衞
洗
馬
之
門
華
」
の
句
は
、賀
拔
氏
の
嫁
ぎ
先
が
衞
氏
で
あ
っ
た
こ
と
と
關
わ
る

で
あ
ろ
う
。
故
に
〈
大
足
〇
〇
六
墓
誌
〉
は
こ
の
對
を
取
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
は
な
ぜ
省
略
さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
ま
と

ま
り
を
構
成
す
る
對
が
削
ら
れ
て
お
り
、〈
大
足
〇
〇
六
墓
誌
〉
で
も
文
意
は
通
じ

る
。
王
勃
「
賀
拔
氏
墓
誌
」
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
か
正
確
な
日
時
は
わ
か
ら
な
い
。

王
勃
に
こ
の
墓
誌
を
依
賴
し
た
「
梓
州
郪
縣
令
」
の
（
衞
）
玄
は
「
梓
州
郪
縣
兜
率
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寺
浮
圖
碑
」（
蔣
淸
翊
『
王
子
安
集
注
』
卷
十
七
）
に
名
前
が
見
え
、
こ
の
墓
誌
も
王
勃

が
蜀
に
滯
在
し
た
六
六
九－

六
七
一
年
の
閒
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。〈
大
足

〇
〇
六
墓
誌
〉
は
大
足
元
年
（
七
〇
一
）
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
、王
勃
「
賀
拔
氏

墓
誌
」
の
三
十
年
後
に
は
、
そ
れ
を
模
倣
し
た
墓
誌
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈
大
足
〇
〇
六
墓
誌
〉
の
よ
う
に
文
章
全
體
を
模
倣
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、王
勃

の
墓
誌
の
表
現
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
墓
誌
が
他
に
も
あ
る
。「
大
唐
故
房
州

竹
山
縣
主
簿
楊
君
夫
人
杜
氏
墓
誌
銘

序
」（
永
淳
〇
二
六
）
で
あ
る
（『
附
考
』
十－

九
四
六
）。
關
係
す
る
部
分
を
引
用
す
る
。
王
勃
の
女
性
墓
誌
に
類
似
す
る
句
は
太
字

で
記
す
。

…
…

夫
人
□
珠
光
於
漢
水
、
秀
玉
潤
於
荊
山
、
花
發
桃
蹊
、
春
歸
蘭
薄
。

娥
姿
下
映
、
構
月
路
以
揚
暉
、
女
曜
高
臨
、
掩
星
津
而
絢
色
。

才
高
弄
翰
、
藝
總
縏
絲
。
雅
韻
霜
橫
、
韶
徽
日
擧
。

聖
善
□
訓
、
□
辭
□
道
之
家
、
君
子
好
仇
、
終
□
羊

之
室
。

年
十
有
六
、
歸
囗
楊
氏
。
粵
自
笄
歲
、
作
儷
鼎
門
、
叶
鳴
鳳
之
宏
謀
、
酌
雞
初

之
雅
訓
。

閨
風
遠
被
、
里

欽
承
盥
之
規
、

則
□
流
、
遐
邇
仰
齊
眉
之
敬
。

加
以
情
超
苦
海
、
思
入
□
□
將
開
、
淨
域
之
因
、
夙
奉
玄
□
之
律
。

方
當
斷
機
流
惠
、
喻
筏
垂
仁
。
豈
圖
星
□
驟
移
、
風
燭
俄
謝
。

凄
淸
壻
水
、
先
有
感
於
逝
川
、
曠
望
娥
峰
、
遽
延
悲
於
化
石
。

以
永
淳
二
年
正
月
十
五
日
遘
疾
、終
于
道
□
之
私
第
。
春
秋
五
十
有
四
。
鳴
呼
。

…
…

〈
永
淳
〇
二
六
墓
誌
〉
の
隔
對
「
聖
善
□
訓
、
□
辭
□
道
之
家
、
君
子
好
仇
、
終
□

羊
⑮

之
室
」
は
、「
賀
拔
氏
墓
誌
」
の
「
先
人
有
訓
、
將
辭
班
掾
之
家
、
君
子
好
仇
、

自
入
王
凝
之
室
」
と
い
う
對
句
と
構
造
が
類
似
す
る
。「
君
子
好
仇
」
を
は
じ
め
と
し

て⑯
、

者
が
用
い
る
語
彙
は
そ
れ
ぞ
れ
典
據
を
も
ち
、
王
勃
よ
り
以
前
か
ら
詩
文
に

利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
語
彙
と
し
て
で
は
な
く
、
對
句
と
し
て
調
査
す
る
と
、

類
似
す
る
構
造
の
對
句
は
、
見
落
と
し
を
恐
れ
る
が
、
王
勃
以
前
に
は
見
つ
け
る
こ

と
が
出
來
な
い
。
用
い
ら
れ
る
人
名
は
〈
永
淳
〇
二
六
墓
誌
〉
と
異
な
る
が
、
こ
の

對
句
は
偶
然
の
類
似
と
い
う
よ
り
、王
勃
の
隔
對
を
意
識
し
た
、そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
更
に
〈
永
淳
〇
二
六
墓
誌
〉
が
興
味

深
い
の
は
、
王
勃
の
も
う
一
篇
の
女
性
の
墓
誌
、「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
の
對
句
を
利
用

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
句
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

歸
仁
縣
主
は
父
李
元
吉
が
殺
害
さ
れ
た
の
ち
、殘
さ
れ
た
娘
の
一
人
で
あ
る⑰
。「
歸

仁
縣
主
墓
誌
」
は
長
文
で
あ
る
の
で
、
關
係
す
る
部
分
を
幾
つ
か
の
段
落
に
わ
け
、

引
用
す
る
。

　
　

…
…

夫
人
諱
某
、
字
某
、
隴
西
成
紀
人
也
。
皇
唐
高
祖
之
孫
、
前
齊
大
王
之
女
。

爾
其
麟
郊
鶠
岫
、
橫
帝
圃
而
翔
英
、
玉
藪
珠
林
、
擁
仙
墟
而
振
穎
。

黃
星
夜

、
鳳
鳴
鍾
旦
暮
之
期
、
紫
氣
朝
騰
、
龍
德
緯
乾
坤
之
業
。

故
乃
宸
基
嶽
峻
、
躋
寶
曆
於
南
山
、
睿
族
星
羅
、
抗
璿
居
於
北
列
者
矣
。

夫
人
綠
巖
垂
耀
、
朱
澤
浮
祥
。
濟
河
洛
之
英
氛
、
降
峨
嵋
之
秀
氣
。

韶
規
月
滿
、
疏
桂
影
於
神
軒
、
雅
韻
霜
□
、
肅
松
標
於
智
宇
。

雲
袿
秀
委
、
初
分
雁
渚
之
驩
、
天
袂
垂
恩
、
聿
荷
鴛
庭
之
訓
。

儼
玄
笄
於
碧
殿
、
禮
極
晨
趍
、
詠
朱
萼
於
彤
階
、
情
勤
夕
膳
。

針
樓
暎
曉
、
逸
枝
霞
驚
、
翰
苑
臨
春
、
雕
章
霧
縟
。

紅
經
翠
緯
、
翻
鳳
鑷
於
仙
機
、
杏
葉
芝
英
、
轉
鸞
鉤
於
妙
札
。

執
順
閑
邪
之
迹
、
用
晦
而
明
、
垂
和
履
孝
之
規
、
□
恩
以
盡
。

　
　
　
　

…
…
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雖
三
王
絕
淮
國
之
封
、
而
五
女
厚
梁
園
之
邑
。

楊
妃
以
亡
姚
之
重
、
撫
幼
中

、
某
姫
以
生
我
之
親
、
從
榮
內
閤
。

夫
人
締
積
雲
禁
、
飭
影
星
樞
。
奉
盥
餌
於
前
廂
、
侍
溫
淸
於
側
寢
。

二
尊
齊
養
、
誠
周
於
造
次
之
閒
、
四
德
兼
□
。
行
滿
於
危
疑
之
地
。

固
迺
事
經
人
理
、
譽
沃
天
心
、
六
宮
欽
錫
類
之
風
、
千
室
被
如
神
之
化
。

（
…
夫
人　

諱
某
、
字
某
、
隴
西
成
紀
人
な
り
。
皇
唐
高
祖
の
孫
、
前
齊
大
王
の
女
な
り
。

爾
る
に
其
れ
麟
郊
鶠
岫
、
帝
圃
に
橫
た
わ
り
て
英
を
翔
け
、
玉
藪
珠
林
、
仙
墟
を
擁
し

て
穎
を
振
う
。
黃
星
は
夜

か
に
、
鳳
鳴
旦
暮
の
期
に
鍾
り
、
紫
氣
は
朝
に
騰
り
、
龍

德
乾
坤
の
業
緯
む
。
故
に
乃
ち
宸
基
は
嶽
峻
に
し
て
、
寶
曆
を
南
山
に
躋
し
、
睿
族
は

星
羅
し
て
、
璿
居
を
北
列
に
抗
が
る
者
な
り
。
夫
人　

綠
巖
に
耀
を
垂
れ
、
朱
澤
祥
を

浮
か
ぶ
。
河
洛
の
英
氛
を
濟
し
、
峨
嵋
の
秀
氣
を
降
す
。
韶
規
月
に
滿
ち
、
桂
影
を
神

軒
に
疏
に
、
雅
韻　

霜
□
、
松
標
を
智
宇
に
肅
た
り
。
雲
袿　

秀
委
、
初
め
て
雁
渚
の

驩
を
分
か
ち
、
天
袂　

垂
恩
、
聿
に
鴛
庭
の
訓
を
荷
う
。
玄
笄
を
碧
殿
に
儼
め
、
禮
は

晨
趍
に
極
め
、
朱
萼
を
彤
階
に
詠
じ
、
情
は
夕
膳
に
勤
む
。
針
樓
曉
に
暎
じ
、
逸
枝
霞

に
驚
く
、
翰
苑
春
に
臨
み
、
雕
章
霧
縟
し
。
紅
經
翠
緯
、
鳳
鑷
を
仙
機
に
翻
え
り
、
杏

葉
芝
英
、
鸞
鉤
を
妙
札
に
轉
ず
。
執
順
閑
邪
の
迹
、
晦
を
用
っ
て
明
か
に
、
垂
和
履
孝

の
規
、
□
恩
以
て
盡
く
す
。
…
…
三
王
は
淮
國
の
封
を
絕
つ
と
雖
も
、
五
女
は
梁
園
の

邑
を
厚
く
す
。
楊
妃
は
亡
姚
の
重
を
以
て
、幼
を
中

に
撫
し
、某
姬
生
我
の
親
を
も
っ

て
、
榮
を
內
閤
に
從
う
。
夫
人　

積
を
雲
禁
に
締
め
、
影
を
星
樞
に
飭
る
。
盥
餌
を
前

廂
に
奉
じ
、
溫
淸
を
側
寢
に
侍
る
。
二
尊
齊
養
し
、
誠
は
造
次
に
閒
に
周
く
、
四
德
兼

□
し
。
行
い
は
危
疑
の
地
に
滿
つ
。
固
よ
り
迺
ち
事
は
人
理
を
經
、
譽
は
天
心
に
沃
す
、

六
宮
錫
類
の
風
を
欽
び
、
千
室
神
の
如
き
の
化
を
被
る
。）

本
稿
で
は
こ
の
部
分
を
假
に
引
用
第
一
段
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
は
彼
女
が
皇
族
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
高
貴
な
家
柄
に
相
應
し
い
女
性
と
し
て
德
を
身
に
つ
け
て
い

た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
父
で
あ
る
前
齊
王
が
殺
さ
れ
た
あ
と
、
宮
中
に
入
っ
た
彼
女

は
、
自
分
を
保
護
養
育
し
た
生
母
と
楊
氏
（
李
元
吉
妃
）
に
孝
を
盡
く
し
、
人
格
を
高

め
て
い
っ
た
こ
と
を
稱
え
る
。〈
永
淳
〇
二
六
墓
誌
〉
に
あ
る
「
才
高
弄
翰
、藝
總
縏

絲
、
雅
韻
霜
橫
、
韶
徽
日
擧
」
の
三
句
目
四
句
目
は
、
こ
の
部
分
の
「
韶
規
月
滿
、

疏
桂
影
於
神
軒
、
雅
韻
霜
□
、
肅
松
標
於
智
宇
」
の
隔
對
の
一
句
目
三
句
目
を
利
用

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

貞
觀
十
八
年
、
有
詔
封
歸
仁
縣
主
、
仍
賜
食
邑
一
千
戶
。

出
降
天
水
姜
氏
、
卽
長
道
公
第
二
子
也
。

竇
穆
以
竇
融
之
貴
、
好
結
比
陽
、
李
猷
以
李
尙
之
勳
、
榮
加
沁
水
。

千
扉
曉
闢
、
宣
鳳
□
於
南
官
、
百

宵
歸
、
降
魚
軒
於
北
闕
。

瓊
笳
綵

、
光
昇
石
窌
之
庭
、
畫
桷
雕

、
秀
發
銀
臺
之
寓
。

躍
赬
鱗
於
瑞
浦
、
德
合
姜
妻
、
吟
紫
鶴
於
仙
樓
、
響
諧
秦
媛
。

諸
姬
飮
惠
、
爭
陶

菜
之
篇
、
列
娣

規
、
競
縟
椒
花
之
思
。

凜
鳧
鐘
於
性
國
、
濮
鄭
終
捐
、
棲
鵲
鏡
於
靈
臺
、
鉛
華
自
屛
。

閨
風
永
浹
、
南
隣
銷
反
目
之
虞
、

則
傍
流
、
北
里
盡
齊
眉
之
好
。

　
　
　
　
　
　

…
…

（
貞
觀
十
八
年
、
詔
有
り
て
歸
仁
縣
主
に
封
ぜ
ら
れ
、
仍
お
食
邑
一
千
戶
を
賜
う
。
出
で

て
天
水
姜
氏
に
降
る
、
卽
ち
長
道
公
の
第
二
子
な
り
。
竇
穆
は
竇
融
の
貴
を
以
て
、
好

は
比
陽
に
結
び
、李
猷
は
李
尙
の
勳
を
以
て
、榮
は
沁
水
を
加
う⑱
。
千
扉
曉
に
闢
き
。
鳳

□
を
南
官
に
宣
べ
、
百

宵
に
歸
ぎ
、
魚
軒
を
北
闕
に
降
す
。
瓊
笳　

綵

、
光
は
石

窌
の
庭
に
昇
り⑲
、
畫
桷　

雕

、
秀
は
銀
臺
の
寓
に
發
す
。
赬
鱗
の
瑞
浦
に
躍
る
は
、
德

姜
妻
に
合
し
、
紫
鶴
の
仙
樓
に
吟
ず
る
は
、
響
は
秦
媛
に
諧
う
。
諸
姬
惠
を
飮
み
、
爭

い
て

菜
の
篇
を
陶
び
、
列
娣　

規
を

し
、
競
い
て
椒
花
の
思
を
縟
く
す
。
鳧
鐘
の

性
國
に
凜
と
し
て
、
濮
鄭　

終
に
捐
て
ら
れ
、
鵲
鏡
の
靈
臺
に
棲
み
、
鉛
華　

自
ら
屛

く
。
閨
風
永
く
浹
く
、
南
隣
反
目
の
虞
を
銷
し
、

則　

傍
流
し
、
北
里
齊
眉
の
好
を

盡
く
す
。
…
…
）
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同
じ
く
、
引
用
第
二
段
と
す
る
。
こ
の
部
分
は
姜
氏
と
の
結
婚
後
の
生
活
を
描
寫

す
る
。「
千
扉
曉
闢
。
宣
鳳
□
於
南
官
。
百

宵
歸
。
降
魚
軒
於
北
闕
。
瓊
笳
綵

。

光
昇
石
窌
之
庭
。
畫
桷
雕

。
秀
發
銀
臺
之
寓
」
は
、
彼
女
の
輿
入
れ
の
樣
子
を
言

い
、
主
婦
と
し
て
家
庭
を
守
り
、
そ
の
人
德
で
、
家
庭
を
圓
滿
に
し
、
家
政
を
整
え

た
と
歸
仁
縣
主
の
夫
人
と
し
て
の
功
績
を
稱
え
る
。

こ
の
段
落
で
夫
人
の
美
德
が
周
圍
の
女
性
を
感
化
し
た
こ
と
を
言
う「
閨
風
永
浹
、

南
磷
銷
反
目
之
虞
、

則
傍
流
、
北
里
盡
齊
眉
之
好
」
の
隔
對
と
、〈
永
淳
〇
二
六
墓

誌
〉「
閨
風
遠
被
、
里

欽
承
盥
之
規
、

則
□
流
、
遐
邇
仰
齊
眉
之
敬
」
は
類
似
し

て
お
り
、
影
響
關
係
に
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

こ
の
あ
と
に
、
夫
人
の
生
母
と
思
わ
れ
る
女
性
の
死
を
、
夫
人
が
命
も
絕
え
ん
ば

か
り
に
嘆
い
た
と
い
う
描
寫
が
續
く
。
續
い
て
、
夫
人
と
姜
府
君
が
仲
睦
ま
じ
く
過

ご
し
、
彼
女
が
人
々
に
慕
わ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

以
總
章
元
年
八
月
六
日
、
遘
疾
薨
于
乾
封
縣
永
逹
里
、
春
秋
卌
有
四
。
嗚
呼
哀

哉
。

重
惟
靈
和
稟
氣
、
婉
直
凝
風
、
分
姒
帷
之
□
光
、
蘊
娥
臺
之
麗
魄
。

談
津
藝
府
、
思
洽
幾
初
、
地
義
天
經
、
孝
爲
心
極
。

貞
姿
玉
暎
、
棄
虹
琰
而
無
加
、

鑑
珠
融
、
斥
驪
珍
而
不
御
。

淸
而
化
物
、
綺
羅
將
縕
緖
同
歸
、
高
以
順
時
、
丹
刻
與
茅
茨
遞
敞
。

幽
蘭
在
奏
、
施
文
律
之
繁
音
、

李
分
蹊
、
搴
詞
條
之
粹
萼
。

　
　

…
…

（
總
章
元
年
八
月
六
日
を
以
て
、
疾
い
に
遘
い
乾
封
縣
永
逹
里
に
薨
ず
、
春
秋
卌
有
四
。

嗚
呼
哀
し
き
か
な
。
重
ね
て
惟
う
靈
和
氣
を
稟
へ
、
婉
直
風
を
凝
ら
す
、
姒
帷
の
□
光

を
分
ち
、
娥
臺
の
麗
魄
を
蘊
む
。
談
津
藝
府
、
思
は
幾
初
に
洽
く
、
地
義
天
經
、
孝
は

心
極
爲
り
。
貞
姿
玉
暎
、
虹
琰
を
棄
て
て
加
う
る
無
く
、

鑑
珠
融
、
驪
珍
を
斥
け
て

御
せ
ず
。
淸
に
し
て
物
を
化
し
、
綺
羅
は
縕
緖
と
同
じ
く
歸
し
、
高
は
時
に
順
い
、
丹

刻
は
茅
茨
と
遞
い
に
敞
わ
る
。
幽
蘭
奏
に
在
り
、
文
律
の
繁
音
を
施
し
、

李
蹊
に
分

か
に
、
詞
條
の
粹
萼
を
搴
る
。
…
…
）

引
用
第
三
段
は
、
彼
女
の
死
を
述
べ
た
う
え
、
あ
ら
た
め
て
彼
女
の
女
性
と
し
て

の
德
を
顯
彰
す
る
。
こ
の
後
に
續
く
、
李
元
吉
の
娘
と
し
て
の
宮
中
で
の
生
活
の
苦

し
み
、
そ
れ
故
の
人
格
の
鍊
磨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
は
省
略
す
る
。

嗚
呼
、
其
生
也
榮
、
寵
服
光
於
茂
册
、
其
死
也
哀
、
賜
贈
照
於
彝
典
。

以
其
年
十
一
月
廿
日
、

于
少
陵
之
原
、
禮
也
。

旌
軒
啟
路
、
葆
騎
橫
□
。
林
野
曠
而
無
塵
、
風
煙
慘
而
殊
色
。

仙
岡
偃
月
、
行
臨
白
兔
之
□
、
宰
樹
棲
雲
、
坐

靑
龍
之
兆
。

有
子
洛
州
參
軍
瑴
。

玉
堂
疏

、
金
社
分
輝
。
攀
北
渚
而
魂
銷
、
下
南

而
□
盡
。

持
縑
負
米
、
□
極
於
難
追
、
綠
俎
玄
觴
、
敬
深
於
如
在
。

姜
府
君
悼
存
亡
之
不
再
、
愴
今
昔
之
俄
然
。
步

月
以
長
懷
、
秋
風
而
累
歎
。

以
爲
安
仁
詠
德
、
道
不
著
於
玄
扃
、
奉
倩
傷
神
、
理
未
階
於
翠
□
。

雖
圖
芬
帝
閣
、
中
朝
懸
記
善
之
書
、
而
播
美
泉
扃
、
下
走
受
當
仁
之
寄
。

謹
聞
命
矣
、
迺
作
銘
云
。

　
　

…
…

（
嗚
呼
、
其
の
生
や
榮
た
り
、
寵
服
は
茂
册
に
光
り
、
其
の
死
や
哀
し
、
賜
贈
は
彝
典
を

照
ら
す
。
其
年
の
十
一
月
廿
日
を
以
て
、
少
陵
の
原
に

す
、
禮
な
り
。
旌
軒
路
を
啓

き
、
葆
騎　

橫
□
す
。
林
野
曠
と
し
て
塵
無
く
、
風
煙
慘
と
し
て
色
を
殊
に
す
。
仙
岡

月
偃
し
、
行
は
白
兔
の
□
に
望
み
、
宰
樹
雲
棲
み
、
坐
は
靑
龍
の
兆
を

む
。
子　

洛

州
參
軍
瑴
有
り
。
玉
堂

る
を
疏
ち
、金
社
輝
を
分
つ
。
北
渚
に
攀
じ
て
魂
は
銷
え
、南

に
下
り
て
□
盡
く
。
縑
を
持
ち
米
を
負
い
、
□
は
追
い
難
き
を
極
め
、
綠
俎
玄
觴
、
敬

は
在
す
が
如
く
深
し
。
姜
府
君
存
亡
の
再
び
な
ら
ず
を
悼
み
、
今
昔
の
俄
然
た
る
を
愴
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む
。

月
も
歩
み
て
以
て
長
く
懷
い
、
秋
風
に

い
て
累
り
に
歎
く
。
以
爲
ら
く
安
仁

の
詠
德
、
道
は
玄
扃
に
著
れ
ず
、
奉
倩
の
傷
神
、
理
は
未
だ
翠
□
に
階
ら
ず
。
芬
を
帝

閣
に
圖
き
、
中
朝
に
善
を
記
す
の
書
を
懸
く
る
と
雖
も
、
美
を
泉
扃
に
播
く
は
、
下
走

當
仁
の
寄
を
受
く
。
謹
し
ん
で
命
を
聞
け
り
、
迺
ち
銘
を
作
り
て
云
う
。
…
…
）

引
用
第
四
段
は
、
彼
女
の
死
と
葬
儀
、
そ
し
て
殘
さ
れ
た
子
供
と
、
夫
の
悲
し
み

を
述
べ
る
。

皇
帝
の
一
族
で
あ
る
が
、
父
親
が
誅
殺
さ
れ
る
と
い
う
微
妙
な
立
場
に
あ
る
女
性

の
生
涯
に
つ
き
ま
と
っ
た
陰
影
と
と
も
に
、
女
性
と
し
て
の
素
養
、
そ
し
て
人
德
、

結
婚
後
の
家
庭
に
お
け
る
彼
女
の
功
績
が
顯
彰
さ
れ
て
い
る
。

な
お
〈
永
淳
〇
二
六
墓
誌
〉
の
個
人
情
報
を
書
き
換
え
、
一
部
の
句
を
削
除
し
た

〈
唐
故
營
繕
監
左
右
校
署
令
宣
德
郞
張
君
夫
人
關
氏
墓
誌
銘

序
〉（
萬
歲
通
天

〇
三
〇
）
が
萬
歲
通
天
二
年
（
六
九
七
）
に
作
ら
れ
て
い
る
（『
附
考
』
一
三

－

三
二
）。

こ
の
墓
誌
は
「
先
人
（
聖
善
）
□
訓
、
…
…
君
子
好
仇
、
…
…
」
の
隔
對
を
缺
く
が
、

「
爰
自

（
？
）
歲
、
作
儷
鼎
門
、
酌
鳴
鳳
之
宏
規
、
叶
乘
龍
之
雅
望
。
閨
風
遠
浹
、

里

鎭
及
（
？
）
目
之
虞
、

訓
旁
流
、
遐
邇
仰
齊
眉
之
敬
」
と
、
王
勃
「
歸
仁
縣

主
墓
誌
」
第
二
段
に
あ
る
「
閨
風
永
浹
、
南
磷
銷
反
目
之
虞
、

則
傍
流
、
北
里
盡

齊
眉
之
好
」
に
よ
り
近
い
隔
對
が
あ
る⑳
。

「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
は
王
勃
が
沛
王
府
を
追
わ
れ
、蜀
へ
旅
立
つ
直
前
の
總
章
元
年

（
六
六
八
）
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。〈
永
淳
〇
二
六
墓
誌
〉
が
作
ら
れ
た
永
淳
二

年
（
六
八
三
）
は
、王
勃
が
死
去
し
た
六
七
六
年
か
ら
十
年
も
た
っ
て
い
な
い
。
何
よ

り
も
六
八
三
年
は
『
王
勃
集
』
の
編
纂
前
で
あ
る㉑
。
こ
の
よ
う
に
〈
永
淳
〇
二
七
墓

誌
〉
が
王
勃
の
二
篇
の
女
性
墓
誌
の
表
現
を
意
識
し
て
い
た
と
す
る
と
、
王
勃
の
作

品
は
、
文
集
編
纂
前
か
ら
、
中
國
國
內
で
流
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
彼

の
文
學
が
同
時
代
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

も
う
少
し
『
唐
代
墓
誌
彙
編
正
集
・
續
集
』
の
搜
索
時
期
を
廣
げ
て
み
る
と
、
天

寶
七
年
（
七
四
八
）
に
作
ら
れ
た
〈
豐
王
府
戶
曹
隴
西
李
府
君
故
夫
人
墓
誌
銘
井
序
〉

（
續
・
天
寶
Ｏ
四
八
）
に
も
以
下
の
よ
う
に
、
王
勃
の
二
篇
の
女
性
墓
誌
と
同
じ
表
現
、

類
似
す
る
表
現
が
あ
る
（『
洛
陽
新
獲
墓
誌
』
六
十
二
）。

…
…
夫
人
亦
名
父
之
女
、
四
德
克
彰
、
令
族
之
門
、
六
行
既
穆
。
操
業
貞
叔
（
王

勃
作
淑
）、
容
範
詳
和
、
敬
實
禮
興
、
孝
爲
心
極
。
遵
先
王
之
典
、
則
從
君
子
之

好
仇
。
…
…
夫
人
躍
赬
鱗
於
淸
浦
、
德
合
姜
妻
、
吟
白
雪
於
寒
庭
、
名
同
謝
女
。

閨
風
若
椒
花
之
思
、
室
譽
同

菜
之
歌
。
…

「
操
業
貞
叔
、
…　

孝
爲
心
極
」
の
四
句
は
、「
賀
拔
氏
墓
誌
」
の
第
二
段
落
の
最

初
に
あ
る
對
を
そ
の
ま
ま
使
う
。
こ
の
四
句
に
續
く
「
先
王
」
と
「
君
子
」
の
對
句

も
、
或
い
は
「
賀
拔
氏
墓
誌
」
が
こ
の
隔
對
の
後
に
置
く
「
先
人
有
訓
、
將
辭
班
掾

之
家
、
君
子
好
仇
、
自
入
王
凝
之
室
」
か
ら
發
想
を
得
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま

た
、
夫
人
の
美
德
と
才
能
、
そ
し
て
夫
人
に
よ
る
感
化
を
言
う
部
分
は
、
一
部
の
語

彙
は
異
な
る
が
、「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
の
第
二
段
「
躍
赬
鱗
於
瑞
浦
。
德
合
姜
妻
。
吟

紫
鶴
於
仙
樓
。
響
諧
秦
媛
。
諸
姬
飮
惠
。
爭
陶

菜
之
篇
。
列
娣

規
。
競
縟
椒
花

之
思
」
と
類
似
す
る
。

〈
續
・
天
寶
〇
四
八
墓
誌
〉
の
序
文
は
最
後
に
、
殘
さ
れ
た
子
供
の
悲
し
み
と
、
彼

女
の
葬
儀
を
い
う
場
面
が
置
か
れ
て
い
る
。

…
其
子
岫
、
少
尙
名
節
、
躬
行
孝
忠
、
哀
纏
終
身
、
痛
結
肝
髓
。

戚
戚
泣
血
、
欒
欒
棘
心
、
奉
觴
奠
以
望
靈
、

□
穹
之
嗚
噎
。

遵
於
古
典
、
以
其
載
十
一
月
廿
四
日
、
葬
於
河
南
府
偃
師
縣
晉
陵
里
首
陽
之
原
、

禮
也
。

旌
軒
啓
路
、
龍
轜
橫
郊
、
林
野
感
而
蕭
條
、
風
煙
助
而
無
色
。

哀
子
孝
思
罔
極
、
屠
裂
心
懷
、
悲
北
渚
以
銷
魂
、
下
南

之
淚
血
。
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李
府
君
悼
亡
之
切
、
同
潘
岳
以
慟
懷
、
伉
儷
深
情
、
慚
莊
生
之
擊
磬
。

臨
川
嗟
逝
、
痛
以
難
追
。
府
君
顧
盼
、
不
以
鄙
才
、
…
…

子
供
の
嘆
き
の
深
さ
を
言
う
「
哀
纏
終
身
、
痛
結
肝
髓
」
は
、「
賀
拔
氏
墓
誌
」
の

第
四
段
「
哀
纏
逝

、
痛
結
終
身
」
と
表
現
が
類
似
す
る
。
ま
た
續
く
葬
儀
と
殘
さ

れ
た
者
の
嘆
き
を
表
現
す
る
部
分
も
「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
で
同
じ
く
彼
女
の
葬
儀
及

び
家
族
の
悲
し
み
を
述
べ
る
、「
旌
軒
啓
路
。
葆
騎
橫
□
。
林
野
曠
而
無
塵
。
風
煙
慘

而
殊
色
」
や
、「
有
子
洛
州
參
軍
瑴
。
玉
堂
疏

。
金
社
分
輝
。
攀
北
渚
而
魂
銷
。
下

南

而
□
盡
。
持
縑
負
米
。
□
極
於
難
追
。
綠
俎
玄
觴
。
敬
深
於
如
在
。
姜
府
君
悼

存
亡
之
不
再
。
愴
今
昔
之
俄
然
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え

て
よ
い
よ
う
に
思
う
。

こ
の
他
、「
唐
常
州
無
錫
縣
令
楊
府
君
夫
人
王
氏
墓
誌
銘
」（
光
宅
〇
〇
一
・
六
八
四

年
）「
竭
誠
孝
於
舅
姑
、
罄
惇
睦
於
娣
姒
、
主
饋
有
齊
眉
之
敬
、
侍
巾
無
反
目
之
嫌
」

（『
附
考
』
十

－

九
七
〇
）。「
大
周
故
幕
州
刺
史
洛
陽
宮
總
監
褚
府
君
夫
人
臨
沂
縣
君
王

氏
墓
誌
銘
」（
久
視
〇
一
〇
・
七
〇
〇
年
）
の
銘
文
「
六
經
咸
博
、
四
德
俱
全
、
閨
風
外

浹
、

則
旁
宣
。（
其
二
）」（『
附
考
』
十
三

－
一
二
八
五
）
も
、「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
の

「
閨
風
永
浹
。
南
磷
銷
反
目
之
虞
。

則
傍
流
。
北
里
盡
齊
眉
之
好
」と
い
う
表
現
を

意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
王
勃
の
文
集
は
垂
拱
元
年

（
六
八
五
）
頃
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
久
視
元
年
は
さ
て
お
き
、
光
宅

元
年
で
あ
れ
ば
、
こ
の
墓
誌
は
、
王
勃
集
編
纂
前
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
王
勃
の
女
性
墓
誌
を
模
倣
し
た
作
品
、
或
い
は
表
現
を
意
識
し
た
對

句
の
存
在
は
、
同
時
代
に
お
い
て
王
勃
の
作
品
が
廣
く
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示

す
る
。
と
こ
ろ
で
王
勃
に
は
も
う
一
篇
、
男
性
の
爲
の
作
ら
れ
た
墓
誌
「
逹
奚
公
墓

誌
」
が
傳
わ
る
。
見
落
と
し
を
恐
れ
る
が
、
王
勃
の
こ
の
墓
誌
の
表
現
を
直
接
模
倣

す
る
、
或
い
は
對
句
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
墓
誌
は
、
現
段
階
で
は
私
は
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い㉒
。
で
は
な
ぜ
王
勃
の
女
性
墓
誌
の
表
現
が
、
同
時
代
の
墓
誌

作
品
に
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二

女
性
の
爲
に
作
ら
れ
た
墓
誌
は
、
男
性
の
墓
誌
ほ
ど
多
く
な
い
。
し
か
し
も
ち
ろ

ん
王
勃
以
前
に
作
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
唐
代
初
期
の
文
學
に
大
き
な
影
響

を
與
え
た
文
學
者
庾
信
は
、
北
朝
に
お
い
て
墓
誌
、
神
道
碑
な
ど
死
者
を
記
念
す
る

碑
文
を
多
く
作
っ
た
と
さ
れ㉓
、
現
在
三
十
一
篇
が
傳
わ
る
。
そ
の
う
ち
に
十
篇
が
女

性
の
墓
誌
で
あ
る㉔
。

庾
信
の
女
性
墓
誌
は
み
な
ほ
ぼ
同
じ
構
成
で
あ
る
。
卽
ち
、女
性
の
家
系
の
紹
介
、

嫁
ぎ
先
及
び
夫
の
紹
介
、
そ
し
て
女
性
の
美
德
を
賞
贊
し
、
最
後
に
そ
の
死
を
悼
む
。

庾
信
の
女
性
墓
誌
に
も
、
女
性
は
幼
い
頃
か
ら
優
れ
た
才
能
が
あ
っ
た
、
結
婚
後
夫

や
舅
姑
に
仕
え
た
、
ま
た
人
に
よ
っ
て
は
子
供
を
敎
育
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
庾
信
も
典
據
を
用
い
整
っ
た
對
句
で
描
寫
す
る
。
た
だ
庾
信
の
女
性

墓
誌
は
、
女
性
の
美
德
が
す
べ
て
滿
遍
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
却
っ

て
墓
誌
文
か
ら
女
性
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
難
し
い
。

庾
信
の
墓
誌
の
な
か
で
女
性
に
つ
い
て
比
較
的
詳
し
く
述
べ
る
「
周
驃
騎
大
將
軍

開
府
儀
同
三
司
冠
軍
伯
柴
烈
李
夫
人
墓
誌
銘
」（『
庾
子
山
集
注
』
卷
十
六
）
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

…
…
夫
人
幼
而
聰
敏
、
早
聞
令
淑
。
彤
（
一
作
箴
）
管
有
美
、
賢
才
見
稱
。
弄
其

紙
筆
、
懼
失
諸
兄
之
意
、
翦
其
齠
齡
、
畏
傷
王
母
之
心
。
…
…
夫
人
輔
佐
君
子
、

言
容
匡
贊
、
增
耀
三
星
、
欽
明
四
德
。
授
巾
沃
盥
、
有
謹
於
事
姑
、
斷
織
停
機
、

無
忘
於
訓
子
。
保
定
二
年
、
册
授
大
夏
縣
君
。
既
以
夫
尊
、
又
云
子
貴
、
乃

順
陽
、
改
郡
君
。
…
…

（
…
…
夫
人　

幼
に
し
て
聰
敏
、
早
に
令
淑
を
聞
く
。
彤
（
一
作
箴
）
管
美
む
る
有
り
、
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賢
才
稱
せ
ら
る
。
其
の
紙
筆
を
弄
す
れ
ば
、
懼
る
る
は
諸
兄
の
意
を
失
う
こ
と
、
其
の

齠
齡
を
翦
れ
ば
、
畏
る
る
は
王
母
の
心
を
傷
つ
く
る
を
。
…
…
夫
人
は
君
子
を
輔
佐
し
、

言
容
匡
贊
し
、
耀
は
三
星
を
增
し
、
明
は
四
德
を
欽
ぶ
。
授
巾
沃
盥
、
謹
は
姑
に
事
う

る
に
有
り
、
斷
織
停
機
、
子
を
訓
う
る
を
忘
す
る
無
し
。
保
定
二
年
、
大
夏
縣
君
を
册

授
さ
る
。
既
に
夫
の
尊
を
以
て
し
、
又
た
子
の
貴
き
を
云
い
、
乃
ち
順
陽
に

り
、
郡

君
に
改
め
ら
る
。
…
…
）

こ
の
よ
う
に
李
夫
人
の
素
養
と
德
目
が
列
擧
さ
れ
る
。
そ
し
て
妻
と
し
て
「
輔
佐

君
子
、
言
容
匡
贊
、
增
耀
三
星
、
欽
明
四
德
」
と
夫
を
助
け
た
こ
と
や
、「
授
巾
沃

盥
、
有
謹
於
事
姑
、
斷
織
停
機
、
無
忘
於
訓
子
」
と
主
婦
と
し
て
母
と
し
て
の
姿
が

描
寫
さ
れ
る
。
女
性
と
し
て
の
德
目
が
缺
け
る
こ
と
な
く
次
々
と
竝
べ
ら
れ
る
が
、

「
既
以
夫
尊
、
又
云
子
貴
」
と
總
括
さ
れ
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
庾
信
の
墓
誌

は
女
性
の
家
系
と
嫁
ぎ
先
の
家
柄
或
い
は
夫
の
紹
介
が
中
心
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

表
現
は
こ
の
女
性
の
一
要
素
と
し
て
描
寫
さ
れ
る
。
寡
婦
と
し
て
一
人
で
家
政
を
整

え
た
こ
と
を
言
う
「
賀
拔
氏
墓
誌
」、誅
殺
さ
れ
た
王
族
の
娘
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
心

の
陰
影
や
、
結
婚
後
の
家
庭
で
の
幸
福
と
、
圓
滿
な
暮
ら
し
を
い
う
「
歸
仁
縣
主
墓

誌
」
の
よ
う
な
、
女
性
の
生
涯
を
特
色
づ
け
る
描
寫
、
卽
ち
重
點
と
な
る
部
分
が
、

庾
信
の
女
性
墓
誌
に
は
な
い
。
王
勃
は
庾
信
の
墓
誌
の
形
式
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
內

容
に
お
い
て
、
妻
と
し
て
ま
た
母
と
し
て
の
家
庭
に
お
け
る
存
在
に
重
點
を
お
い
て

描
寫
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

王
勃
と
庾
信
の
女
性
墓
誌
の
も
つ
雰
圍
氣
の
違
い
は
、
墓
誌
の
對
象
と
な
っ
た
女

性
の
家
柄
の
違
い
も
理
由
の
一
つ
に
あ
る
。
庾
信
の
墓
誌
は
、
み
な
北
朝
の
貴
權
の

家
の
女
性
、
ま
た
貴
權
に
嫁
い
だ
女
性
で
あ
っ
た
が
、
王
勃
の
墓
誌
や
そ
れ
を
意
識

す
る
女
性
墓
誌
は
貴
族
で
は
な
く
官
僚
に
嫁
い
だ
女
性
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
父
が

誅
殺
さ
れ
た
と
は
い
え
、
歸
仁
縣
主
は
皇
族
で
あ
り
、
王
勃
も
そ
の
こ
と
に
言
及
し

て
い
る
。
ま
た
彼
女
の
葬
儀
で
は
、
朝
廷
よ
り
使
者
が
派
遣
さ
れ
、
下
賜
物
が
あ
っ

た
こ
と
も
紹
介
し
て
い
る㉕
。
そ
の
點
で
は
庾
信
が
描
い
た
夫
人
た
ち
と
同
じ
い
。
し

か
し
上
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
王
勃
の
墓
誌
は
、
歸
仁
縣
主
が
皇
室
の
女
性
で
あ
る

こ
と
よ
り
以
上
に
、
彼
女
の
女
性
と
し
て
の
素
養
と
人
德
が
詳
細
に
、
そ
し
て
そ
の

美
德
が
一
家
、
周
邊
を
感
化
し
て
い
っ
た
と
、
夫
人
の
日
常
が
顯
彰
さ
れ
る
。
こ
れ

は
庾
信
の
女
性
墓
誌
で
は
一
要
素
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。繰
り
返
せ
ば
庾
信
の
墓
誌
は
、

ど
の
よ
う
な
家
の
出
身
で
、
ど
の
よ
う
な
家
或
い
は
ど
の
よ
う
な
身
分
の
夫
に
嫁
い

だ
か
は
詳
し
く
紹
介
す
る
が
、
こ
の
女
性
が
妻
と
し
て
母
と
し
て
ど
の
よ
う
な
存
在

で
あ
っ
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。

庾
信
の
女
性
墓
誌
は
家
を
紹
介
し
、
王
勃
の
女
性
墓
誌
は
人
を
紹
介
す
る
の
だ
。

こ
の
違
い
こ
そ
が
、
王
勃
の
女
性
墓
誌
の
特
色
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
王
勃
は
、
庾
信
の
女
性
墓
誌
の
語
彙
を
使
っ
て
い
る
が
、
庾
信
と
は
異
な
る
墓

誌
を
作
っ
た
。
王
勃
に
そ
れ
を
可
能
に
さ
せ
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
王
勃
と
庾
信
の
違
い
を
確
認
し
た
う
え
で
、王
勃
の
女
性
墓
誌
と
、

影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
出
土
墓
誌
の
表
現
を
も
う
一
度
見
て
み
よ
う
。

三

王
勃
「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
の
「
閨
風
永
浹
、
南
磷
銷
反
目
之
虞
、

則
傍
流
、
北

里
盡
齊
眉
之
好
」
の
隔
對
は
、
家
政
を
整
え
、
夫
人
の
德
に
家
族
や
周
圍
の
人
々
が

感
化
さ
れ
た
こ
と
言
う
。
こ
の
對
は
「
反
目
」
と
「
齊
眉
」
と
い
う
反
對
の
意
味
を

示
す
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
る
高
い
技
巧
が
用
い
ら
れ
て
お
り㉖
、
そ
れ
故
一
種
の
名
對

と
し
て
模
倣
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
王
勃
の
こ
の
構
造
の
隔
對
を
利
用
す
る
〈
永

淳
〇
二
六
墓
誌
〉
は
「
反
目
」
を
「
承
盥
」
に
代
え
、
技
巧
と
し
て
は
下
が
る
が
、

貞
淑
で
穩
や
か
な
女
性
の
家
庭
で
の
姿
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
に
變
わ
り
は
無

い
。
ま
た
隔
對
を
構
成
し
て
い
た
「
閨
風
」「

則
」
と
い
う
語
彙
も
、家
庭
の
雰
圍

氣
や
家
政
の
整
頓
を
示
す
。
た
だ
王
勃
以
前
さ
ほ
ど
多
用
さ
れ
る
言
葉
で
は
な
く㉗
、
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ま
し
て
對
と
し
て
使
用
さ
れ
る
例
は
容
易
に
見
い
だ
し
難
い
。

こ
の
他
、「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
の
表
現
で
模
倣
さ
れ
た
の
は
、「
韶
規
月
滿
…
…
雅

韻
霜
□
、
…
…
」（
第
一
段
）
と
い
う
天
賦
の
素
養
の
表
現
と
と
も
に
、「
躍
赬
鱗
於
瑞

浦
、
德
合
姜
妻
、
吟
紫
鶴
於
仙
樓
、
響
諧
秦
媛
。
諸
姬
飮
惠
、
爭
陶

菜
之
篇
、
列

娣

規
、
競
縟
椒
花
之
思
」（
第
二
段
）
と
い
う
女
性
の
幸
福
と
美
德
に
よ
る
家
庭
周

邊
へ
の
感
化
の
表
現
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
結
婚
後
の
家
庭
を
穩
や
か
に
し
、
家
政
を

切
り
盛
り
す
る
い
わ
ば
主
婦
の
姿
の
描
寫
、睦
ま
じ
い
夫
婦
の
姿
で
あ
る
。「
賀
拔
氏

墓
誌
」
に
お
い
て
も
、「
操
業
貞
淑
、
容
範
祥
和
。
敬
實
禮
輿
、
孝
爲
心
極
親
。
先
人

有
訓
、
將
辭
班
掾
之
家
、
君
子
好
仇
、
自
入
王
凝
之
室
」
と
い
う
女
性
の
素
養
と
敎

養
、
そ
し
て
そ
れ
に
相
應
し
い
夫
を
得
た
と
い
う
部
分
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
の

で
、
夫
を
示
す
典
據
を
王
凝
之
か
ら
羊
耽
（〈
永
淳
〇
二
六
墓
誌
〉）
に
置
き
換
え
る
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
王
勃
の
女
性
墓
誌
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
表
現
は
、
家
庭
に

お
け
る
婦
人
と
し
て
の
美
德
の
表
現
で
あ
っ
た
。
庾
信
に
お
い
て
希
薄
で
あ
っ
た
こ

の
よ
う
な
表
現
を
、
王
勃
は
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

王
勃
の
墓
誌
と
庾
信
の
墓
誌
神
道
碑
の
違
い
に
は
、
殘
さ
れ
た
者
の
悲
し
み
の
表

現
が
あ
る
。「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
で
は
夫
と
子
供
（
第
四
段
）、「
賀
拔
氏
」
は
子
供
の

悲
し
み
を
述
べ
る
部
分
で
あ
る
（
第
五
段
落
）。
先
に
紹
介
し
た
「
柴
烈
李
夫
人
墓
誌
」

に
お
い
て
庾
信
は
、
李
夫
人
の
死
に
對
し
て
「
神
光
離
合
、
尙
在
河

、
雲
氣
徘
徊
、

尙
歸
樓
下
（
神
光　

離
合
し
、尙
お
河

に
在
り
、雲
氣　

徘
徊
し
て
、尙
お
樓
下
に
歸
る
）」

と
言
う
。
こ
の
表
現
は
女
性
の
死
を
惜
し
む
が
、
そ
れ
は
碑
文
作
者
と
し
て
の
哀
悼

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
庾
信
の
墓
誌
に
も
殘
さ
れ
た
者
の
悲
し
み
を
述
べ
る
表
現
が
皆

無
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
殿
下
神
傷
秋
月
、
掩
淚
長
松
。
周
季
直
之
留
書
、
更
深
冥

漠
、
潘
安
仁
之
詞
藻
、
徒
增
哀
怨
（
殿
下　

神
は
秋
月
を
傷
み
、
淚
は
長
松
を
掩
う
。
周

季
直
の
留
書
、
更
に
冥
漠
に
深
く
、
潘
安
仁
の
詞
藻
、
徒
に
哀
怨
を
增
す
）」（「
周

國
公
夫

人
歩
陸
孤
氏
墓
誌
銘
」
卷
十
六
）
と
王
勃
も
利
用
す
る
潘
岳
を
典
據
と
し
て
用
い
、
殘

さ
れ
た
夫
の
悲
哀
を
述
べ
る
。
ま
た
殘
さ
れ
た
子
供
の
悲
し
み
を
述
べ
た
も
の
に
は

「
世
子
某
、
兄
弟
竝
勗
慈
訓
、
咸
遵
母
儀
、
霜
露
深
悲
（
世
子
某
、
兄
弟
竝
に
慈
訓
を
勗

み
、咸
な
母
儀
に
遵
い
、霜
露
深
く
悲
む
）」（「
周
太
傅
鄭
國
公
夫
人
鄭
氏
墓
誌
銘
」
卷
十
六
）

と
い
っ
た
表
現
が
あ
る
。こ
の
よ
う
に
庾
信
に
も
男
性
の
爲
の
墓
誌
も
含
め
幾
篇
か
、

殘
さ
れ
た
者
の
悲
し
み
を
言
う
表
現
が
あ
る
が
、「
柴
烈
李
夫
人
墓
誌
」
の
よ
う
な
碑

文
作
者
と
し
て
の
哀
悼
の
表
現
に
比
べ
る
と
、
そ
の
數
は
多
く
な
く
、
ま
た
あ
っ
て

も
、
王
勃
ほ
ど
句
數
を
費
や
さ
な
い
。
一
方
王
勃
の
墓
誌
で
は
、
今
回
取
り
上
げ
な

い
が「
逹
奚
氏
墓
誌
」に
も
殘
さ
れ
た
者
の
悲
し
み
が
表
現
さ
れ
る㉘
。
上
に
み
た〈
永

淳
〇
二
六
墓
誌
〉
な
ど
は
、
こ
の
部
分
の
表
現
に
つ
い
て
は
王
勃
の
墓
誌
を
模
倣
し

て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
殘
さ
れ
た
者
の
悲
哀
を
表
現
し
て
い
る㉙
。

も
ち
ろ
ん
南
北
朝
時
期
の
庾
信
（
五
一
三－

五
八
一
）
か
ら
唐
の
王
勃
（
六
五
〇－

六
七
六
）
の
閒
に
あ
る
約
七
十
年
で
死
者
を
悼
む
墓
誌
の
表
現
や
內
容
が
變
わ
っ
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
王
勃
と

稱
さ
れ
る
楊
炯
、
盧
照
隣
、
駱
賓
王
の
う
ち
、

楊
炯
に
は
二
十
一
篇
の
墓
誌
・
神
道
碑
が
傳
わ
り
、
う
ち
二
篇
が
女
性
墓
誌
で
あ
る
。

そ
の
一
篇
「
彭
城
公
夫
人
爾
朱
氏
墓
誌
銘
」（
卷
十㉚
）
は
、
嫁
い
で
か
ら
の
爾
朱
氏
を

「
動
合
詩
禮
、
言
成
軌
則
。
晨
昏
展
敬
、
事
極
於
移
天
、
蘋
藻
挈
誠
、
義
申
於
中
饋

（
動
は
詩
禮
に
合
し
、
言
は
軌
則
と
成
る
。
晨
昏
敬
を
展
べ
、
事
は
移
天
に
極
ま
り
、
蘋
藻
誠

を
挈
べ
、
義
は
中
饋
に
申
ぶ
）」
と
夫
に
よ
く
仕
え
た
こ
と
を
述
べ
、「
用
曹
大
家
之
遺

訓
、
執
宋
伯
姬
之
貞
節
」
と
、
夫
を
喪
い
彼
女
が
寡
婦
と
な
っ
た
こ
と
を
言
う
。
し

か
し
、
一
方
で
女
性
の
家
系
を
詳
細
に
述
べ
、
彼
女
の
家
庭
で
の
有
樣
は
さ
ほ
ど
詳

細
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
墓
誌
に
は
殘
さ
れ
た
者
の
悲
し
み
を
述
べ
る
表
現
は

な
い
。
楊
炯
の
こ
の
墓
誌
は
、
庾
信
の
女
性
墓
誌
の
形
式
と
と
も
に
、
內
容
も
引
き

繼
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
篇
は
一
族
の
女
性
の
爲
に
作
ら
れ
た
「
伯
母
東
平

郡
夫
人
李
氏
墓
誌
銘
」（
卷
十
）
で
あ
る
。
こ
ち
ら
で
は
「
夫
人
輔
佐
君
子
、
聿
修
內

政
。
平
旦

笄
、
則
有
君
臣
之
嚴
、
沃
盥
饋
食
、
則
有
父
子
之
敬
、
報
反
而
行
、
則

有
兄
弟
之
道
、
受
期
必
誠
、
則
有
朋
友
之
信
、
其
婦
德
也
如
此
（
夫
人　

君
子
を
輔
佐
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し
、
聿
く
內
政
を
修
む
。
平
旦　

笄
す
れ
ば
、
則
ち
君
臣
の
嚴
有
り
、
沃
盥
饋
食
す
れ
ば
、

則
ち
父
子
の
敬
有
り
、
反
に
報
い
て
行
う
は
、
則
ち
兄
弟
の
道
有
り
、
期
を
受
く
る
に
必
ず
誠

な
る
は
、
則
ち
朋
友
の
信
有
り
、
其
の
婦
德
や
此
の
如
し
）」
と
、
夫
人
の
主
婦
と
し
て
の

生
活
が
紹
介
さ
れ
る㉛
。
ま
た
序
の
最
後
に
「
東
平
公
撫
存
懷
舊
、
用
痛
悼
於
厥
心
。

遠
近
咸
集
、
宗
親
畢
會
、
生
榮
死
哀
、
其
此
之
謂
也
（
東
平
公
存
を
撫
し
舊
を
懷
い
、
用

て
厥
の
心
に
痛
悼
す
。
遠
近
咸
な
集
い
、
宗
親
畢
く
會
す
、
生
榮
死
哀
、
其
れ
此
の
謂
な
り
）」

と
二
句
で
あ
る
が
殘
さ
れ
た
夫
の
悲
し
み
を
表
現
す
る
部
分
が
あ
る
。
た
だ
こ
の
墓

誌
は
、「
其
婦
德
也
如
此
」
や
「
非
夫
博
文
逹
禮
、
貞
婉
聽
從
者
、
孰
能
與
於
此
乎
」、

そ
し
て
「
生
榮
死
哀
、
其
此
之
謂
也
」
と
夫
人
の
行
爲
や
德
行
を
述
べ
た
あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
徳
行
を
總
括
す
る
句
が
置
か
れ
る
。
こ
の
方
法
は
、
庾
信
の
男
性
の
爲
の

墓
誌
で
常
用
さ
れ
る
方
法
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
女
性
の
家
政
の
方
針
を
そ
の
言
葉
と

と
も
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
晩
年
の
彼
女
が
一
族
の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
點32
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
楊
炯
は
、
庾
信
の
男
性
の
爲
の
墓
誌
の

表
現
方
法33
を
、
こ
の
女
性
墓
誌
に
應
用
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
王
勃
の
活
動
時
期
に
お
い
て
も
、
庾
信
は
騈
文
と
い
う

文
體
ば
か
り
で
な
く
、
墓
誌
の
構
成
、
描
寫
に
お
い
て
も
規
範
と
し
て
強
く
意
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

庾
信
の
文
學
が
ま
だ
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
唐
初
期
の
文
學
の
な
か
で
、
王
勃
は

そ
れ
と
は
異
な
る
、
新
し
い
描
寫
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
庾
信
は
女
性
の
家
柄
や
德

目
を
列
擧
し
、
王
勃
は
そ
の
女
性
の
特
に
家
庭
で
の
生
活
、
妻
・
母
と
し
て
家
を
整

え
周
邊
を
感
化
し
た
と
い
う
こ
と
を
表
現
の
一
つ
の
重
點
と
し
た
。
庾
信
は
碑
文
作

成
者
と
し
て
女
性
の
死
を
哀
悼
す
る
が
、
王
勃
は
殘
さ
れ
た
家
族
の
悲
し
み
を
表
現

す
る
。
庾
信
は
夫
人
が
屬
し
た
家
を
表
現
し
、
王
勃
は
妻
と
し
て
母
と
し
て
の
夫
人

を
表
現
し
た
。
こ
の
よ
う
に
庾
信
の
女
性
墓
誌
と
比
べ
て
み
る
と
、
王
勃
の
女
性
墓

誌
は
、
殘
さ
れ
た
者
の
視
點
か
ら
亡
く
な
っ
た
女
性
が
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
氣

づ
く
。
庾
信
・
王
勃
と
も
に
、
依
賴
を
受
け
て
墓
誌
を
作
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

こ
の
表
現
は
、そ
れ
ぞ
れ
依
賴
者
の
要
望
（
期
待
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
庾
信
と
王
勃
の
女
性
墓
誌
の
描
寫
の
違
い
に
は
、依
賴
者
の
身
分
の
違
い
よ
り
、

家
に
對
す
る
考
え
方
の
變
化
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

王
勃
の
女
性
墓
誌
は
、
表
現
は
も
ち
ろ
ん
王
勃
が
組
み
立
て
た
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
表
現
に
は
依
賴
者
の
女
性
に
對
す
る
思
い
が
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
婦
人
の
家
庭
の
お
け
る
美
德
を
顯
彰
す
る
王
勃
の
表
現
が
模
倣
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
單
に
對
句
の
妙
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
視
線
か
ら
の
表

現
が
同
時
代
の
共
感
を
呼
ん
だ
か
ら
で
は
な
い
か
。
王
勃
が
こ
の
時
期
の
代
表
的
文

學
者
で
あ
る
か
ら
、
女
性
墓
誌
が
模
倣
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
王
勃
の

表
現
に
對
す
る
共
感
が
、
彼
を
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
文
學
者
に
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

王
勃
に
墓
誌
創
作
を
求
め
た
人
た
ち
、
そ
し
て
そ
の
表
現
に
共
感
し
、
彼
の
表
現

を
利
用
し
た
墓
誌
作
者
、
依
賴
者
は
妻
で
あ
り
母
で
あ
る
女
性
を
描
く
こ
と
を
望
ん

だ
。
彼
ら
は
家
と
家
庭
に
對
し
て
庾
信
の
時
期
と
異
な
る
意
識
と
價
値
を
も
ち
自
分

た
ち
の
感
情
の
表
白
を
希
求
す
る
人
々
で
あ
っ
た
の
だ
。
王
勃
の
女
性
墓
誌
と
そ
の

表
現
を
利
用
し
た
作
品
の
存
在
は
、
彼
の
時
代
の
無
名
の
、
し
か
し
、
唐
代
文
學
の

基
盤
と
な
る
人
々
の
出
現
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

終
わ
り
に

本
稿
は
、
日
本
に
傳
わ
る
王
勃
の
女
性
墓
誌
と
、
中
國
の
出
土
墓
誌
と
い
う
別
々

の
場
所
で
保
存
さ
れ
て
い
た
同
時
代
の
佚
文
に
、
類
似
す
る
表
現
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
注
目
し
て
、
考
察
を
行
っ
た
。

王
勃
の
女
性
墓
誌
は
、
佚
文
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
そ
の
表

現
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
王
勃
の
文
學
が
廣
く
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
證
明

す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
文
學
創
作
と
そ
の
受
容
者
と
は
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異
な
る
、
自
分
た
ち
の
表
現
を
求
め
る
人
々
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
彼
ら
は

家
族
に
對
す
る
自
分
の
視
線
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、そ
の
表
現
に
共
感
す
る
、

南
北
朝
の
文
學
に
満
た
さ
れ
ぬ
思
い
を
持
つ
唐
代
の
人
々
で
あ
っ
た
。

家
族
へ
の
愛
情
は
杜
甫
の
「
江
村
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
九
）
な
ど
に
、子
供
か
ら

み
た
母
（
母
親
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
女
性
）
へ
の
愛
慕
は
、
韓
愈
の
「
祭
鄭
夫
人

文
」（『
昌
黎
先
生
文
集
』
卷
二
十
三
）
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
杜
甫
や

韓
愈
の
天
才
を
待
っ
て
表
現
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
感
情
は
杜
甫
や
韓
愈
に
よ
っ
て

突
如
認
識
さ
れ
た
感
情
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
彼
ら
に
至
る
時
閒
の
な
か
で
釀
成

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
唐
代
文
學
の
基
盤
に
あ
っ
た

感
情
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

王
勃
の
女
性
墓
誌
と
そ
の
影
響
を
受
け
た
出
土
墓
誌
は
、
南
北
朝
か
ら
唐
王
朝
の

繁
榮
へ
と
向
か
う
社
會
の
變
容
を
受
け
て
、
文
學
が
緩
や
か
に
、
し
か
し
確
實
に
變

化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
痕
跡
で
も
あ
っ
た
。

注①　
『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』
に
「
王
勃
集
三
十
卷
」
と
あ
る
。
ま
た
拙
稿
「『
王
勃
集
』

の
編
纂
時
期
」（『『
王
勃
集
』
と
王
勃
文
學
硏
究
』（
二
〇
一
六
年　

硏
文
出
版　

所

收
）。

②　

但
し
、本
文
に
言
う
よ
う
に
卷
二
十
八
の
墓
誌
の
一
部
は
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
卷
二
十
九
と
卷
三
十
は
一
卷
に
つ
な
が
れ
て
お
り
、
卷
三
十
の
卷
頭
部
分
の
作
品

が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

③　

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學
』
下
（
昭
和
四
十
年　

塙
書
房
）「
第
六

篇
上
代
に
於
け
る
詩
文
學　

第
一
章
懷
風
藻
の
詩
」
を
參
照
。

④　

影
印
は
大

市
立
美
術
館
編
『
唐
鈔
本
』（
昭
和
五
十
六
年　

同
朋
舍
出
版
）。
釋
字

は
羅
振
玉
『
王
子
安
集
佚
文
』。
ま
た
陳
尙
君
『
全
唐
文
補
編
』（
二
〇
〇
五
年　

中
華

書
局
）。

⑤　
「
錄
事
」
の
文
字
は
見
え
に
く
い
が
、
內
藤
湖
南
が
錄
事
と
斷
定
し
た
。
ま
た
こ
の

墓
誌
の
銘
文
は
、『
翰
墨
城
』
に
「
傳
橘
逸
勢
筆　

詩
序
切
」
と
し
て
三
行
が
殘
っ
て

い
た
（
拙
稿
「
傳
橘
逸
勢
筆
「
詩
序
切
」
と
上
野
本
『
王
勃
集
』
の
關
係
」）。
ま
た
近

年
、
佐
藤
道
生
氏
に
よ
っ
て
こ
の
墓
誌
の
序
文
と
銘
文
の
一
部
が
發
見
さ
れ
た
（「
日

本
漢
學
硏
究
に
於
け
る
古
筆
切
の
利
用
」（『
慶
應
義
塾
中
國
文
學
報
』
三
號　

二
〇
一
九
年
）。
さ
ら
に
、
西
冷
印
社
第
十
五
回
秋
季
拍
賣
に
お
い
て
、
本
墓
誌
の
一

部
と
思
わ
れ
る
十
二
行
が
出
品
さ
れ
た
。

⑥　
「
王
勃
佚
文
中
の
女
性
を
描
く
二
篇
の
墓
誌
」（『
王
勃
集
』
と
王
勃
文
學
硏
究
』
所

收
）。

⑦　

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
羅
振
玉
『
王
子
安
集
佚
文
』、
陳
尚
君
『
全
唐
文
補
編
』

に
釋
字
が
あ
る
が
、
一
部
そ
の
文
字
に
從
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

⑧　
「
內
則
」
は
『
禮
記
』
の
篇
名
。「
家
人
」
は
『
周
易
』
の
卦
「
家
人
、
利
女
貞
」。

孔
穎
達
疏
「
家
人
者
、
卦
名
也
。
明
家
內
之
道
、
正
一
家
之
人
、
故
謂
之
家
人
」
と
言

う
よ
う
に
、
と
も
に
、
家
庭
を
治
め
る
こ
と
を
言
う
。

⑨　

乘
龍
は
『
藝
文
類
聚
』
卷
四
十
引
《
楚
國
先
賢
傳
》
に
「
孫
俊
字
文
英
、與
李
元
禮

俱
娶
太
尉
桓
焉
女
。
時
人
謂
桓
叔
元

女
俱
乘
龍
、
言
得
婿
如
龍
也
」
と
あ
る
。

⑩　
「
蒿
里
」
は
古
樂
府
、挽
歌
。「
柏
舟
」
は
『
毛
詩
』

風
の
篇
名
。
夫
を
喪
っ
た
妻

が
、
再
婚
し
な
い
こ
と
を
誓
う
內
容
。

⑪　
「
歲
暮
」
は
恐
ら
く
『
論
語
』
子
罕
「
子
曰
、
歲
寒
、
然
後
知
松
栢
之
後
彫
也
」
を

意
識
す
る
と
思
わ
れ
る
。
直
接
の
表
現
は
謝
朓
「
高
松
賦
」（『
謝
宣
城
集
』
卷
一
「
卷

風

之
吸

、
積
霰
雪
之
嚴
霏
、
豈
凋
貞
於
歲
暮
、
不
受
令
於
霜
威
」。「
日
新
」
は

『
易
』
大
畜
「
輝
光
日
新
其
德
」
を
典
據
と
す
る
か
。

⑫　

潘
岳
「
夏
侯
常
侍
誄
」（『
文
選
』
卷
五
十
七
）
に
「
班
白
携
手
、何
歡
如
之
」
と
あ

り
、老
年
ま
で
と
も
に
樂
し
く
過
ご
し
た
い
と
い
う
願
い
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
言

う
。
衞
洗
馬
は
衞
玠
の
こ
と
。『
世
說
新
語
』
容
姿
篇
に
彼
は
「
居
然
有
羸
形
、
雖
復

終
日
調

、
若
不
堪
羅
綺
居
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

⑬　

黔
婁
は
戰
國
時
代
の
隱
者
、妻
は
『
列
女
傳
』
に
魯
黔
婁
先
妻
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
郤
缺
は
、
春
秋
の
晉
の
人
。
そ
の
夫
人
は
彼
に
よ
く
仕
え
た
。

⑭　

出
土
墓
誌
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
氣
賀
澤
保
規
編
『
新
版
唐
代
墓
誌
所
在
総
合
目

錄
』（
汲
古
書
院　

二
〇
〇
四
年
）
を
利
用
し
た
。
拓
本
寫
眞
は
毛
漢
光
撰
『
唐
代
墓

誌
彙
編
附
考
』（
臺
湾
・
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
）
等
に
よ
り
確
認
し
た
。
本

墓
誌
は
『
附
考
』
一
四
册
一
三
〇
二
に
載
る
の
で
、
本
文
で
は
『
附
考
』
十
四

－

一
三
〇
二
と
表
記
し
た
。
以
下
に
引
用
す
る
出
土
墓
誌
も
こ
の
表
記
に
倣
う
。
原
則
と



一
八
一

『
王
勃
集
』
佚
文
中
の
女
性
の
墓
誌
と
出
土
墓
誌
―
王
勃
作
品
流
行
の
痕
跡

453

し
て
『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
の
文
字
に
從
っ
た
が
、
一
部
『
附
考
』
な
ど
を
參
照
し
た
。

な
お
〈
大
足
〇
〇
六
墓
誌
〉
は
張

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
千
唐
誌
齋
に
墓
誌
が
保
存
さ

れ
る
（
未
見
）。
千
唐
誌
齋
の
墓
誌
収
集
に
貢
獻
し
た
郭
玉
堂
に
よ
っ
て
『
洛
陽
出
土

石
刻
時
地
記
』
と
い
う
収
集
墓
誌
の
記
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、隋
代
ま
で
の
記
錄

し
か
な
い
。
そ
の
後
、彼
の
書
稿
を
基
に
唐
代
か
ら
明
代
の
出
土
墓
誌
の
記
錄
を
加
え

た
同
名
の
書
が
二
〇
〇
五
年
大
象
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。氣
賀
澤
保
規
氏
に
よ
れ

ば
、
そ
の
學
術
的
價
値
は
高
く
な
い
と
さ
れ
る
が
（『
復
刻
洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』

汲
古
書
院
二
〇
〇
二
年　

解
説
）、
そ
の
唐
代
墓
誌
部
分
・
大
足
〇
〇
六
（
一
九
三
頁
）

と
し
て
錄
さ
れ
る
こ
の
墓
誌
は
、「
民
國
廿
年
（
一
九
三
一
年
）、
洛
陽
西
北
十
五
里
塚

頭
村
出
土
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
ま
た
彼
の
『
千
唐
誌
齋
藏
石
目
錄
』（
墨
運
堂　

一
九
三
五
年
）
に
も
同
じ
記
録
が
あ
る
が
、こ
れ
が
利
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
）。

三
一
年
は
張

が
唐
代
墓
誌
の
収
集
を
開
始
し
た
と
さ
れ
る
年
で
あ
る
。『
附
考
』
の

附
記
に
よ
る
と
、本
墓
誌
は
千
唐
誌
齋
一
號
室
内
北
牆
に
あ
る
と
さ
れ
る
。『
地
時
記
』

の
記
錄
と
合
わ
せ
考
え
れ
ば
こ
の
墓
誌
が
早
い
時
期
に
収
藏
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
拓
本
寫
眞
を
み
る
と
、本
墓
誌
は
第
五
次
制
定
（
六
九
七
年
）
ま
で
の
則
天
文
字

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
賀
抜
氏
墓
誌
」
と
あ
ま
り
に
一
致
す
る
た
め
、
後
世
、
具
體

的
に
は
『
王
勃
集
』
卷
二
十
八
の
影
印
（
一
九
一
八
年
）
か
ら
三
一
年
の
間
に
偽
造
さ

れ
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
出
土
年
地
の
記
錄
、
張

の
唐
碑
収
集
初
期

に
千
唐
誌
齋
に
入
っ
た
こ
と
、
則
天
文
字
の
使
用
か
ら
、
本
稿
で
は
七
〇
一
年
に
刻
さ

れ
た
墓
誌
と
考
え
る
。

⑮　

羊
耽
の
妻
は
魏
の
辛

の
娘
、
辛
憲
英
。
優
れ
た
見
識
を
も
つ
女
性
と
し
て
『
晉

書
』
卷
九
十
六
列
女
傳
六
十
六
に
「
羊
耽
妻
辛
氏
」
と
し
て
立
傳
さ
れ
る
。

⑯　

君
子
好
仇
は
『
毛
詩
』
周
南
〈
關
雎
〉「
窈
窕
淑
女
、君
子
好
逑
」
を
典
據
と
す
る
。

⑰　

注
⑥
論
文
で
は
、
李
元
吉
の
娘
は
彼
女
を
含
め
三
名
と
し
て
い
た
が
、
も
う
一
名
文

安
縣
主
に
封
ぜ
ら
れ
た
女
性
が
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（『
唐
代
墓
誌
彙
篇
』
貞
觀

一
四
七
「
大
唐
故
文
安
縣
主
墓
誌
銘
」）。
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
し
て
お
く
。

⑱　

李
猷
・
李
尙
の
出
典
は
未
詳
。
前
の
句
と
の
對
應
、
及
び
沁
水
（
公
主
）
と
の
關
係

を
考
え
る
と
、
鄧
禹
と
孫
の
乾
の
こ
と
と
閒
違
え
た
か
。

⑲　

石
窌
は
『
春
秋
左
氏
傳
』
成
公
二
年
を
典
據
と
す
る
が
、庾
信
の
女
性
墓
誌
「
周
趙

國
夫
人
紇
豆
陵
氏
墓
誌
銘
」
や
「
周
安
昌
公
夫
人
鄭
氏
墓
誌
銘
」
で
も
使
用
さ
れ
る
。

⑳　

た
だ
「
及
目
」
は
意
味
を
と
り
に
く
い
。『
附
考
』
は
反
と
釋
す
。

㉑　

傅
璇
琮
主
編『
新
編
唐
五
代
文
學
編
年
史　

初
盛
唐
卷
』（
遼
海
出
版
社　

二
〇
一
二

年
）
は
『
王
勃
集
』
の
編
纂
を
六
八
四
年
或
い
は
そ
の
や
や
後
と
す
る
。
私
も
文
明
・

光
宅
元
年
（
六
八
四
）
か
ら
載
初
元
年
（
六
八
九
）
の
閒
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
る
。

拙
稿
「『
王
勃
集
』
の
編
纂
時
期
」（『
王
勃
集
』
と
王
勃
文
學
硏
究
』
所
收
。

㉒　

た
だ
「
逹
奚
公
墓
誌
」
に
は
、逹
奚
公
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
た
夫
人
に
つ
い
て
「
星

津
降
采
、
月
甸
垂
芬
。
淸
雅
頌
於
椒
花
、
奉
柔
規
於

菜
。
仙
琴
□
奏
、
早
□
和
鳳
之

音
、
寶
劍
雙
沈
、
晩
合
乘
龍
之
契
」
と
言
う
短
い
紹
介
が
あ
る
。「

菜
」
と
「
椒
花
」

の
對
は
「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
に
も
あ
る
が
、女
性
墓
誌
の
よ
う
に
句
の
構
造
ま
で
同
じ

く
す
る
表
現
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

㉓　
『
周
書
』
卷
四
十
一
庾
信
傳
三
十
三
「
群
公
碑
誌
、
多
相
請
託
。
唯
王
褒
頗
與
信
相

埒
、
自
餘
文
人
、
莫
有
逮
者
」。

㉔　
『
庾
子
山
集
注
』
に
は
十
二
篇
の
女
性
の
墓
誌
が
採
錄
さ
れ
る
が
、
そ
の
二
篇
は
楊

炯
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
庾
信
と

稱
さ
れ
る
徐
陵
は
男
性
の
碑
文
五
篇
の
み
が
殘

る
。

㉕　
「
歸
仁
縣
主
墓
誌
」
引
用
第
三
段
落
の
あ
と
に
、「
有
詔
贈
物
三
百
段
、
米
粟
二
百

石
、
凶
典
所
須
、
隨
由
官
給
、
仍
遣
司
門
大
夫
郞
翁
歸
監
護
葬
事
」
と
あ
る
。

㉖　
『
文
心
雕
龍
』
麗
辭
篇
「
故
麗
辭
之
體
、
凡
有
四
對
。
言
對
爲
易
、
事
對
爲
難
、
反

對
爲
優
、
正
對
爲
劣
。
…
反
對
者
、
理
殊
趣
合
者
也
」
と
あ
り
、
反
對
を
高
く
評
價
す

る
。

㉗　
「
閨
風
」
は
王
勃
よ
り
以
前
に
、使
用
例
は
に
わ
か
に
發
見
で
き
な
い
。「

則
」
も

『
南
齊
書
』
卷
十
一
樂
志
二
北
郊
樂
歌
〈
昭
德
凱
容
之
樂
〉「
邦
化
靈
懋
、

則
風
調
」

に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
但
し
『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
に
は
〈
總
章
〇
一
〇
墓
誌
〉
に

「
夫
人
貞
則
、
閨
風
自
揚
」
と
あ
る
。
ま
た
〈
永
徽
一
〇
一
墓
誌
〉
に
「
動
循

則
、

率
由
閨
訓
」。〈
龍
朔
〇
七
八
〉
に
「
閨
儀

則
、
信
歸
美
於
夫
人
」
と
い
う
例
が
あ

る
。

㉘　

殘
さ
れ
た
子
供
が
父
を
悼
む
心
情
は
「
有
子
普
州
安
居
令
孝
貞
、
哀
纏
逝

、
痛
結

終
身
。
侵
露
序
而
屠
肝
、
指
霜
旻
而
斷
骨
」
と
表
現
さ
れ
る
。

㉙　

そ
の
死
を
悼
む
だ
け
で
は
な
く
、
殘
さ
れ
た
者
の
嘆
き
を
表
現
す
る
こ
と
は
、『
唐

代
墓
誌
彙
編
』
を
見
る
と
、唐
代
の
墓
誌
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
問
題

は
更
に
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、こ
の
表
現
は
女
性
墓
誌
の
み
の
特
色
と
い
う

よ
り
唐
代
墓
誌
の
特
色
と
し
て
、庾
信
の
墓
誌
の
影
響
か
ら
の
離
脫
を
示
す
一
つ
の
指
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標
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

㉚　

祝
尙
書
注
『
楊
炯
集
箋
注
』（
中
華
書
局　

二
〇
一
六
年
）。

㉛　

ち
な
み
に
「
夫
人
補
佐
君
子
」
の
句
は
、
先
に
み
た
庾
信
の
「
柴
烈
李
夫
人
墓
誌

銘
」、
他
に
庾
信
は
「
周
太
傅
鄭
國
公
夫
人
鄭
氏
墓
誌
銘
墓
誌
」
で
も
用
い
ら
れ
て
い

る
。

32　

彼
女
の
晩
年
を
「
夫
人
年
踰
耳
順
、
視
聽
不
衰
。
每
獻
歲
發
春
、
日
南
長
至
、
群
從

子
弟
稱
上
壽
者
、
動
至
數
十
百
、
未
嘗
不
歡
言
善
誘
、
藉
以
溫
顏
。
侃
侃
焉
、
誾
誾

焉
。
有
孟
母
之
風
焉
、
有
敬
姜
之
誨
焉
」
と
描
寫
す
る
。

33　

庾
信
の
墓
誌
・
神
道
碑
文
な
ど
、
碑
文
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
原
田
直
枝
「
庾
信
の

碑
傳
文
」（
中
國
文
學
報
）
五
三　

一
九
九
六
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）


